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英
國

(
E
n
g
l
a
n
d

、
以
下
軍
に
英
國
と
の
み
あ
る
は
E
n
g
l
a
n
d
を
指
す
)
に
於
け
る
刑
事
訴
訟
手
続

と
、
我
國
に
於

け
る
そ
れ
と
の
問

の
、
根
本
的
に
し
て
、
且
、
顯
著
な
る
差
異
は
、
訴
追
手
続

に
あ

る
。

我
が
國
に
於

い
て
は
、
公
訴
は
凡

て
槍
事
に
独
占

せ
し
め
、

一
私
人
は
唯
告
訴
告
登
に
由

つ
て
楡
事

の
行
動
を
促

し
得

る
に
過
ぎ
な

い
。
之
と
類
似

の
手
続

は
、
欧
羅

巴
大
陸
の
大
多
歎

の
國
に
於

い
て
行
は
れ

て
居
る
。

之

に
反
し
、
英
國
に
於

い
て
は
、
犯
罪
の
起
訴
は
法
律
論

に
於

い
て
は
原
則
と
し
て

(
槍
事
長

の
如
き
政
府
官
吏

②

を
介

し
て
行
は
れ
る
特
別
な
事
件
を
除
く
)
全
然
、
私
人

の
自
由
に
任
さ
れ

て
居
る
。

英
國
刑
事
訴
訟
手
続
の
最
も
支
配
的
な
特
徴
た
る
此
の
個
人
訴
追
主
義
は
、
恐
ら
く
1

或
る
綿
度
迄
-

刑
事

犯
人
を
腱
罰
す
る
最
も
確
實
な
方
法
は
、
彼
等
を
被
害
者
叉
は
其
の
親
族
友
人
の
私
的
復
讐
に
任
す
に
あ
る
と
い

③

ぷ

古

代
に

行

は

れ
た
観
念

の
歴
史
的
産
物
で
あ
ら
う
。

古
代

の
ア

ン
グ

ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
の
用

ひ
た
保
謹
誓
言

(
c
o
m
p
u
r
g
a
t
i
o
n

)
や
探
湯
試
罪

(
o
r
d
e
a
l

)
の
如
き
原
始
的
裁
判

制
度
は
、
實
質
に
於

い
て
、
私
圖

へ
の
惨
怨
な
代
用

物
以
外

の
何
物
で
も
な
か

つ
た
。
古

い
訴
願

の
制
度

の
下
に
於

い
て
は
、
訴
訟
手
続

は
私
人

の
出
訴

に
依

つ
て
開
始

さ
れ
、
其

の
訴
を
受
理
し
た
裁
判

官
は
、
有
罪
の
問
題
を
、

相
孚
ふ
當
事
者
間

の
決
岡
に
依
る
裁
判

(
t
r
i
a
l
 
b
y

英
國
に
於
け
る
刑
事
訴
追
に
就
い
て

(田
村
)

(第
五
巻

第
一
號

五
九
)

三



英
國

に
於
け

る
刑
事
訴
追

に
就

い
て

(
田
村

)

(
第
五
巻

第

一
號

六
〇
)

四

⑤

c
o
m
b
a
t
)

の
結
果
に
依
擦
す
る
椹
能
を
與

へ
ら
れ

て
居
た
の
で
あ
る
。
然

し
ノ
ル
マ
ン
人

の
英
國
征
服
以
後
、
彼
等

は
旺
盛
な
活
動
力
を
以
て
治
安

の
概
念
を
完
成
し
且
展
開
し
、
斯
く

て
私
岡
の
塵
止
が
齎
ら
さ
れ
る
に
至

つ
た

の
で

あ

る
。

治
安
到
事

(
j
u
s
t
i
c
e
 
o
f
 
t
h
e
 
p
e
a
c
e

)
は
最
初
緊
急

の
場
合

に
鷹
ず

る
爲

め
に
設
け
ら
れ
た

一
種

の
上
級
警
察
官

で

あ

つ
た
が
、
其
後
次
第

に
登
達
し
て
、
恐
ら
く
は
此
の
國
に
於
け
る
最
も
活
動
的
な
行
政
官
と
な
ウ
、
裁
判

官
と
な

つ
た
。
彼

の

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
到
事

は
、
其

の
著
「
英
國
刑
法
史
」
に
於
て
、
治
安
到
事
は
普
通
信
せ
ら
れ

て
居

る
よ
亜

も
、

其

の
義
務

の
範
囲

は
廣
く
、

且
其
時
期
は
ず

つ
と
後
迄
、

自
ら
犯
人

の
登
見

・
逮

捕
及
犯
人
に
不
利
な
謹
接

の
蒐
集
に
從
事
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
而
し
て
或
る
世
紀

の
間
は
、
他

の
國
に
於
て
槍
事
に
課

せ
ら
れ
た
義
務
を
果

⑧

し
た
と
結

ん
で
ゐ
る
。
然
し
時
の
経
過

と
共
に
治
安
到
事

は
犯
罪
捜
査
官
と
し
て
の
部
分
的
特
性
を
次
第
に
失

つ
て

他
の
者
-

警
察
官
叉
は
個
人
1

に
依
つ
て
自
分
達
の
前
に
持
ち
來
さ
れ
た
事
實
を
審
査
す
る
純
粋
な
裁
判
上
の

役
を
固
守
す
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。

ノ
ル
マ
ン
人
及
び
其

の
後
継
者

は
陪
審
制
度
を
展
開
し
た
。
此

の
犯
罪
者
螢

見

方
法
が
最
初
に
刑
事
手
続

の
目
的
に
適
用
さ
れ
た
時
、
そ
れ
は
、
公

の
調
査
叉
は

一
群

の
人
々
に
依

つ
て
作
ら
れ

た
ー
ー
彼
等
自
ら

叉
は
少
く
と
も
彼
等
自
ら
の
見
聞
内

で
集

め
た
事
實

に
関
係

あ
る
i

報
告

の
性
質
を
幾
分
持

つ

て
居
た
。
然

し
な
が
ら
其

の
後
此

の
制
度
は
、
陪
審
員
自
ら
に
依

つ
て

思
な
く
、
當
事
者
に
依

つ
て
蒐
集
さ
れ
且
提



⑦

出
さ
れ
禿
事
實

の
眞
僑
を
裁
判
上
審
査
す
る
と

い
ふ
現
在

の
形
態
を
採

る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。
斯
く
治
安
判
事
及

び
陪
審
員
が
其

の
初
期
の
存
在
形
態
を
鍵
化
せ
る
に
拘
ら
ず
、
國
家
が
之
を
認
識
し
、
且
、
治
安
到
事
及
び
陪
審
員

の
訴
追
活
動
を
引
受
け
裁
判

所
に
訴
訟
を
提
起
す
る
公
の
機
關
を
設
置
し
得
な
か
つ
カ

の
は
、
私
に
開
始
及
び
逮
行

さ
れ
る
訴
追
制
度

の
責
任
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

個
人
訴
追

の
原
則
が
刑
事
訴
訟
手
続

の
理
論

と
慣
例
に
普
及
せ
る
限
度

、
刑
事
訴
訟
費
用
が
比
較
的
近
時
に
至

る

迄
私
の
訴
願

者
に
よ
つ
て
支
払

は
れ
た
と

い
ふ
事
實
、
及
び
民
事
裁
判

と
刑
事
裁
判

と
に
於
け
る
事
實
問
題

の
審
査

決
定
方
法

の
類
似

せ
る
黙
等
に
依

つ
て
も
英
國
が
未
だ
全
然
奮
き
観
念
を
棄
て
得
な

い
と

い
ふ
こ
と
が
解
る
で
あ
ら

う
。
そ
れ
故
に
、英
國
に
於

い
て
は
、
刑
事
訴
追
を
開
始
す
る
に
當
今
國
王
の
法
律
官
が
有
す

る
と
全
く
同
様
な
法
律

上

の
権
利
を
私
人
が
有
す
る
と

い
ふ
こ
と
、
訴
訟
手
続

開
始
後
に
あ

つ
て
は
私

の
起
訴
者
を
代
理
す
る
法
律
家
は
政

府

を
代
表
す
る
法
律
家
が
有
す
る
と
同
様
な
立
瘍
と
権
利
を
裁
判

所

に
於

い
て
有
す
る
と

い
ふ
こ
と
l
I
も
と
よ
む

③

僅
か
の
例
外

は
あ

る
の
だ
が
ー
ー

を
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

術
妓
に

一
言
す
べ
き
事
は
、
英
國
の
裁
判

所
に
於

い
て
は
、
刑
事
事
件
を
指
揮
す
る

一
般
的
義
務
を
負
は
さ
れ
た

所
謂
槍
事
が
居
な

い
の
み
な
ら
ず
、
之
等
の
事
件
を
指
揮
す
る
統

一
的
な
方
法
も
な
く
、
凡
て
は
慣
例
に
依
縷
し
、

而
も
其

の
慣
例
は
裁
判

所
の
管
轄
匿
域
毎
に
異
る
の
で
あ
る
o
此

の
事
が
英
國
刑
事
訴
追
制
度
を
考
察
す
る
に
當
う

英
國

に
於
け

る
刑
事
訴
追
に
就

い
て

(
田
村

)

(第

五
巻

第

一
號

六

一
〉

五



英
國

に
於

け
る
刑
事
訴
追

に
就
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て

・
(
田
村

)

、

(
第
五
巻

第

一
號

六
二
)

六

非
常
な
困
難
を
威
ず
る
と
共
に
、

一
般
的
概
括
的
に
論
じ
得
な

い
主
な
理
由
で
あ

る
と

い
ふ
事

で
あ
る
o

①

鰍
羅

巴
大
陸

に
於

て

一
般
的
に
行
は
れ

て
居

る
刑
事
手
続

の
糺
問

主
義

の
制
度

は
元
來

ロ
ー

マ
法

及

カ
ノ

ン
法

の
産
物

(
此
鮎

に
關
す
る
更
的

研

究

の

一
つ
と

し

て

に
し

て
、
此
等

の
國

に
於

て
は
佛
蘭
西

の

類
似

の
官
吏
が
桧
察
事
務

を
執

つ
て
居

る
。

ス

コ
ッ
ト
ラ

ン
ド

に
於

け

る
起

訴

は

(
検
事
総
長
)

の

一
般

的
監
督

下
に
あ

る

と
し

て
知
ら
れ
た
官

吏

に
依

つ
て
開
始

さ
れ
、
個
人

は
唯

此
の
官
吏

の
同
意

を
得

た
る
場
合

に
於

て
の
み
起

訴
し
得
る
。

從

っ
て
事
實
上
個
人
訴
追
は
存
在

し
な

い
。

ア
イ

ル
ラ

ン
ド
に
於

て
さ

へ
右
と
同
様

な
手
続

が

書

日
2
-○
魯
o
同巴

(
検
事
総
長
)

の
支
配
下
に
行
動

す

る

に
依

っ
て
行
は
れ

て
居

る
。
更
に
亜
米
利
加
合
衆
國

に
於

て
も
起
訴

は
大
盤
に
於

て
大
陸

法
制

に
倣

つ
て
居

る
。

は
他
人

の
保
詮
に
よ
り
無
罪

の
宣
告
を
爲

す
裁
判
方
法

に
し

て
、
◎
a
亀

は
火
を
握

り
、
熱
湯

に
手
を
入
れ
又

は
毒
を
飲
ん

で
も
害

を
受
け

ぬ
者

は
無
罪
潔
白
で
あ
る
と
し
た

一
種

の
裁
判
方

法
で
あ
る
。
共

に
陪
審

制
度
以
前

に
行

は
れ
た
も

の
で
あ

る
。

刑
事
係
箏
問
題
解
決

の

一
制

度
と
し
て
の
決
闘
裁
判

は
法
律
上

は

一
八

一
九
年

一

迄

は
廃
止

さ
れ

な

か

つ
た

。

の
歴

史
に
關
し
て
は

⑤

此
の
例
外

に
就

い
て
は
職
擢
訴
追

の
項

註
四
。

 E
srnein, A
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街
本
稿

を
書

く
に
當

っ
て
主
と
し

て
参
考

と
し
た
書
物
を
畢

げ
れ
ば
次

の
如
く

で
あ
る
。

司
法
賓
料

第
四
六
號

、
第
六
二
號
。

英
國
に
於
け
る
犯
罪

の
起
訴
は
、

原
則
と
し
て
個
人
に
任
さ
れ

て
居

る
と

い
ふ
事
は

緒
言
に
述
べ
た
如
く

で
あ

る
。
然
し
、
犯
罪
あ
わ
て
何
人
も
起
訴
せ
ず
、
而
も
、
公
益

上
之
を
放
螂
す
る
能

ば
ざ
る
場
合
に
於

い
て
は
、
警
察

は
公
訴
を
提
起
し
得

る
し
、
叉
特
別

の
事
件

に
就

い
て
は
槍
事
長
も
起
訴
を
開
始

且
逡
行
し
得
る
。
警
察
に
依
つ
て

開
始

さ
れ

る
起
訴
は
、
普
通
所
謂
警
察
起
訴
と
呼
ば
れ
、
槍
事
長
に
依

つ
て
遽
行
さ
れ

る
起
訴
は
共

の
言
葉

の
嚴
密

な
意
味

に
於
て
所
謂
公
の
起
訴
で
あ
る
。
以
下
便
宜
上
之
等

の
訴
追
手
続

を
個
人
訴
追
、
警
察
訴
追
、
職
権
訴
追
の

①

三
つ
に
大
別
し
て
考
察
す
る
。

英
國

に
於
け

る
刑
事
訴
追

に
就

い
て

(
田
村

)

(
第
五
春

第
二

號
訓

山ハ
三
)

七

P. H
ow

ard, C
rim

inal Justice in E
ngland, 1931 ; C

rim
inal Prosecution in E

ngland, in C
olum

bia L
aw

  R
eview

, 

 V
ol. 29, (1929) p. 715 et seq.; V

ol. 30, (1930). p. 12 et seq. 

G
. G

. alexander, T
he A

dm
inistration of C

rim
inal Justice, 1915. 

J. F. Stephen, H
istory of the C

rim
inal L

aw
 of E

ngland, V
ol. 1. 1883. 

C
. T

. K
enny, O

utline of C
rim

inal L
aw

, 1929.



英
國
に
於
け
る
刑
事
訴
追
に
就
い
て

(田
村
)

(
第
玉
巻

第

一
號

六
四
)

八

(
一
)

個

人
訴
追

(
p
r
i
v
a
t
e
 
p
r
o
s
e
c
u
t
i
o
n

)

GO

私

の
訴
願

者

(
p
r
i
v
a
t
e
 
c
o
m
p
l
a
i
n
a
n
t

)
は
刑
事
手
続

を

開

始

せ
ん
と

す
る

に
當

う

、

自

ら

選

ん
だ

訟
師

②

(
s
o
l
i
c
i
t
o
r

)
の
手
に
事
件

の
全
支
配
を
委
ね
得
る
。
此
の
訟
師

は
警
察
と
協
力
し
て
活
動
し
、
事
件

の
螢
端
か
ら
其

の

指
揮

の
任
に
當
う
、
被
告
人
が
公
判

に
附
さ
れ

る
時

は
公
判
辯
護
士
(
c
o
u
n
s
e
l
)

と
し
て
鑑
力
す
る
状
師
(
b
a
r
r
i
s
t
e
r
)

を
指
令
し
、

且
之
に
公
判

廷
に
於
て
適
當
な
助
言

と
援
助
と
を
與

へ
る
。

而

し
て
、
此
の
場
合
如
何
な
る
辯
護
士

(
c
o
u
n
s
e
l
)

を
選
繹
す
る
か
は
起
訴
者
と
其

の
訟
師
と
の
協
定

の
問
題

で
あ
る
。
巡
廻
裁
判

所

(
A
s
s
i
z
e
s

)
及
び
中
央

③

刑
事
裁
判

所

(
C
e
n
t
r
a
l
 
C
r
i
m
i
n
a
l
 
C
o
u
r
t

)
に
於

い
て
審
到
さ
れ
る
個
人
訴
追
事
件

の
中
最
も
重
要
な
も
の
は
、

有

名
な

ロ
ン
ド

ン
辯
護
士

會

(
w
e
l
l
-
k
n
o
w
n
 
f
i
r
m
s
 
o
f
 
L
o
n
d
o
n
 
S
o
l
i
c
i
t
o
r
s
)

)
が
捜
査
及
び
準
備
を
爲
し
、
且
優
秀
な
歌

④

師
ー

屡

々
王
室
辯
護
士
(
K
i
n
g
'
s
 
C
o
u
n
s
e
l
)

を
し

て
陪
審

の
前
に
出
頭
す
る
事
を
指
令
す
る
。
然

る
に
、
小

罪

(起
訴
歌
を
要
せ
ざ
る
犯
罪
N
o
n
-
i
n
d
i
c
t
a
b
l
e
 
o
f
f
e
n
s
e

)
叉
は
被
告
の
同
意
を
以
つ
て
略
式
に
腱
理
さ
れ
得
る
大

罪

(
起
訴
状
を
要
す
る
犯
罪
i
n
d
i
c
t
a
b
l
e
 
o
f
f
e
n
s
e

)に
野
す
る
起
訴
に
於
て
は
、
此
の
私
の
起
訴
者
に
依
つ
て
雇
は
れ

た
訟
師
は
、
小
治
安
裁
判
所
到
事

(
j
u
s
t
i
c
e
 
o
f
 
t
h
e
 
P
e
t
t
y
 
S
e
s
s
i
o
n
s

)
叉
は
警
察
裁
判
所
到
事

(
p
o
l
i
c
e
 
m
a
g
i
s
t
r
a
t
e

)

⑤

の
前

で
裁
判

を
指
揮
す
る
特
権
を
與

へ
ら
れ

、
斯
く
て
駿
師
を
指
令
す
る
必
要
を
全
く
除
か
れ
る
の
で
あ
る
。

②

次
に
起
訴
費
用
に

つ
い
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
普
通
法

(
c
o
m
m
o
n
 
l
a
w

)
は
起
訴
費
用
を
決
定

す
る
何
等
の
梅



能
を
も
有
し
な

い
、
然

し
此
の
事

は
比
較
的
新
ら
し

い
立
法
に
依

つ
て
次
第
に
補

は
れ

つ
＼
あ
る
。
此

の
黙
に
關
す

る
最
近

の
成
文
法
に

一
九
〇
八
年
の
刑
事
訴
訟
費
用
法
承
あ
る
。
公
判

裁
判
所
は
今
や
此

の
法
規

の
下
に
、
相
當

の

起
訴
費
用
I
I

被
告
及
び
原
告
側
謹
人
の
手
数
料
を
含
め
て
ー

を
公
金

(
p
u
b
l
i
c
 
f
u
n
d
s

)か
ら
支
払

は
し
め
る
権
能

を
與

へ
ら
れ
て
居
る
。

而
し
て
、

其

の
財
原
は
或
る
地
方
に
於

い
て
は
犯
罪

の
行
は
れ
た
州
叉
は
市

の
税
金

で
あ

る
。
訴
訟
費
用
を
公
金
か
ら
支
払

は
し
め
る
此
の
権
能
は
、
大
罪
從

つ
て
巡
回
裁
判

所

(
A
s
s
i
z
e
s

)
、
四
季
裁
判
所

(
Q
u
a
r
t
e
r
 
S
e
s
s
i
o
n
s

)

の
到
事
に
依

つ
て
の
み
な
ら
ず
、

大
罪
を
略
式
に
処
理

し
、

叉
は
斯

る
事
件
に
關
し
豫
備
訊

⑦問

(
豫
審
p
r
e
l
i
m
i
n
a
r
y
 
h
e
a
r
i
n
g

)

を
開
く
場
合
に
於

い
て
は
、
治
安
釧
事
叉
は
警
察
裁
判
所
判
事
に
依
つ
て
も
行

使
さ
れ
得

る
。
然
し
な
が
ら
若
し
事
件
が
幾
分
困
難

且
重
大
で
あ
る
な
ら
ば
、私

の
起
訴
者
は
自
分

の
懐
か
ら
費
用
の

一
部
を
支
払

ふ
危
険

を
冒
す
に
非
ざ
れ
ば
、
最
も
有
能
な
訟
師

叉
は
状
師

の
援
助
を
確
保
す
る
こ
と
は
出
來
な

い
だ

ら
う
。
勿
論
、
私

の
起
訴
者
が
裕
旙
な
団
体

・
銀
行

・
鐵
道

・
商
店
で
あ
る
場
合

は
費
用
を
惜
懐
な

い
し
、
且
如
何

な
る
詳
細
な
準
備
も
決
し
て
見
逃
さ
な

い
。
之
に
反
し
、
若
し
起
訴
者
が
富
裕

で
な

い
な
ら
ば
、
十
分
な
準
備
が
如

何
に
望
懐
し
か
ら
う
と
も
、
實
質
上
之
を
爲
し
得
な

い
の
で
あ

る
(
尚
詳
細

の
黙

は
警
察
起
訴
費
用

の
項
に
護

る
)
。

Cり

我
國

に
於

い
て
は
刑
審
訴
訟
は
検
事

の
起
訴

に
依

つ
て
の
み
開
始

せ
ら
れ
、

之

と
同
時

に
劃
然
と
し
て
事
件

の
裁
判

所
繋
燭
を
生
ず

る
。
然

る

に
英
國

に
於

い
て
は
起
訴
可
能
性
を
有

す

る
も

の
も
単
一

で
な
く
、

起
訴

の
開
始

と

い
ふ
箏

に
關
し

て
る
漸
進
的
に
し
て
裁

然
と
し

て
居
な

い
。

英
國

に
於
け

る
刑
事
訴
追

に
就

い
て

(
田
村

)

(
第

五
巻

第

一
號

山ハ
五
)

九



英
國

に
於

け
る
漉
…事
訴
追

に
就

い
て

(
田
村

)

(
第
玉
巻

笛
二

麟

六
六
)

】
O

散

に
公
訴
又
は
起
訴

と

い
ふ
観
念

を
我
國
に
於
ゆ

る
が
如
き
意
味

に
理
解

し
て
は
な
ら
な

い
。

②

英
國

に
於

て
は
辯
護
士

が
訟
師

(
下
級
辯
護
士
s
o
l
i
c
i
t
o
r

)
と
歌
師

(
上
級
辯
護
士
b
a
r
r
i
s
t
e
r

)
の
二
汲
に
分

た
れ
、
各

々
其

の
職
能
を
異
に

し

て
居

る
。

訟

師
は
訴
訟

に
於
け

る
當
事
者

の
代
理
人

で
あ

る
。
彼

に
指
圓
を
爲
し
、
且
委
任

を
爲

し
た
當
亭
者
と
交
通

す

る
も
の
は

訴
訟
上
彼
を
措

い
て

は
他

に
は
な

い
。
彼

は
屡

々
代
理
人

(
a
t
t
o
r
n
e
y

)

と
呼
ば
れ
、
警
祭
と
協
力
し

て
覆
擦

を
蒐
集
し
、

公
剣

の
露

め
に
事
件
を
準
備
す

る
義
務

を

負

は
さ
れ

る
。

彼
は
巡
回
裁
判

所
、
中
央
刑
事
裁
判
所

の
公
判
翼
於

い
て
臓

、
法
律
上
事
件
を
指
揮
す

る
賓
格

を
有

し
な

い
。
然
し
略
式
裁
判

所

に
於

い
て
は
、

一
八
四

八
年

の
略
式
裁
判

法

の
下

に
原
告
、
被
告
共
に

「
c
o
u
n
s
e
l
 
(
b
a
r
r
i
s
t
e
r
)

、
又
は
a
t
t
o
r
n
e
y

」

に
依

つ
て
謹
人
を
訊
問

及
び

反
対

訊
問

す

る
資
楕

を
與

へ
ら
れ

て
居

る
。

瓶
師

は
裁
判
所

の
辮
論
に
於

い
て
、
當
事
者
を
代
理
す

る
。
駅

師
は
常
事
者
よ

り

の
委
任
を
訟

師
を
介

し
て
受
け

る
。
彼
は
又
訟

師
よ
り
摺
個

を
受
け
、
且
訴
訟

上
用
ふ
る
凡

て
の
材
料

の
提
供
を
受
け

る
も

の
で
あ

る
。
重
大
、
且
困
難
な
事
件
に
於

い
て
は
、
普
通

二
人

の
歌
師
、

器

お

σ c
o
u
n
s
e
l

と
j
u
n
i
o
r
が
選
任
さ
れ

る
。
(
H
o
w
a
r
d
.
 
s
u
p
r
a
,
 
p
p
.
 
1
1
.
 
1
2
.
;

司
法

質
料

四
六
號
五
二
頁
)
。

③

英
國

に
於

て
は
刑
事

に
關
す

る
第

一
審

の
通
常
公
判

裁
判
所
と
蓉
ふ

べ
き
も
の
は

一
般

に
二
種

あ

る
。
巡
回
裁
判

所

(
A
s
s
i
z
e
s

)
、
四
委
裁

判
所

(
C
o
u
r
t
 
o
f
 
Q
u
a
r
t
e
r
 
S
e
s
s
i
o
n
s

)
が
そ
れ
で
あ

る
。
但
し
倫
敦

に
於

て
は
此
の
二

つ
は
融
合
し

て

一
の
中
央
刑
窮
裁
判
所

(
C
e
n
t
r
a
l
 
C
r
i
m
i
n
a
l

C
o
u
r
t

、
之
は
O
l
d
 
B
a
i
l
e
y

と

い
ふ
歴
史
的
名
稽

に
依

つ
て
も

っ
と

一
般
的

に
知

ら
れ

て
居

る
)

と
な

る
。

巡
回
裁
判

所
は
毎

年
数

回
各
州

中

の
最
も
重
要
な
地
鮎

に
於

い
て
開
廷
さ
れ

る
高
等
司
法
裁
判
所

(
H
i
g
h
 
c
o
u
r
t
 
o
f
 
J
u
s
t
i
c
e

)
の
支
部

に
外

な
ら
な

い
。
而
も
刑
事
事
件

と
民
事
事

件

と
に
付

き
混
合
的
管
轄
権

を
有

す
る
。

而
し

て
刑
事
事
件

に
關

し
て
は
如
何
な

る
大
罪
を
も
審

理
す
る
事

を
得

る
の
で
あ

る
。

中
央
刑
亭
裁

判
所
は
倫
敦

に
於
け

る
巡
回
裁
鋼
所

に
相
當

し
、
其

の
権

限
は
專
ら
刑
事
事
件

の
み
に
制
限
せ
ら
れ

る
。

但

し
嚴
密
に

い
へ
ば
倫

敦
市
部

(
c
i
t
y
 
o
f
 
L
o
n
d
o
n

)

の
爲

に
は
翠

に
巡
回
裁
判
所

た

る
の
み
な
ら
ず

,
四
季
裁
判

所

で
あ
り
、
首
都
旺
M
e
t
r
o
p
o
l
i
t
a
n
 
D
i
s
t
r
i
c
t

)

の



爲

め
に
は
巡
回
裁
判
所
た

る
作
用
を
な
す
。

巡
回
裁
鋼
所
は
四
季
裁

判
所

に
優
越

し
、
或

る
特
種

の
重
嬰
事
件

は
巡
回
裁
判

所

の
專
属

の
管

轄
に
馬

す
る
と
錘

も

一
般
的
に

い
へ
ば
、

巡
回

裁
判

所

と
四
季
裁
判
所

と
は
競
合
せ

る
管

轄
権

を
有

す
る
。

四
季
裁

判
所

に
は
州
四
季
裁
判
所
と
市

四
季
裁
判
所

と
の
二
種

が
あ

る
。
州
又

は
市
内

の
治
安
判
事

(
多
く

は
法
律
家

に
あ
ら
ざ

る
素
人

)

少

く

と
も
二
名
以
上
を
以

つ
て
構
成

す
る
會
議

に
し
て
大
罪

(特

に
重
大
困
難

な

る
も
め

を
除
く
)
を
取
扱
ふ
。

元
來
は

そ
の
名

の
示
す
如
く

、
三

ケ
月
毎

に
開
廷

す
る
事
に
な

つ
て
居
た
が
、
其
後
幾
何

も
な
く
し

て
、
必
要
に
應
じ

て
開
廷

さ
れ

る
現
在

の
如

き
駅
態
を

生
ず

る
に
至

つ
た
。
倫
敦

州

に
於

い
て
は
毎
月

二
回
之
を
開
き
、
各
大
都
市

に
於

い
て
は
多
く
毎
月

一
回
之

を
開
く
。

而
し

て
實

際
に
於

い
て
四
季
裁
判

所
に
於

い
て
審

理

す

る
被
告

人

の
数

は
、
巡
回
裁
判

所
及
び
中
央
刑

事
裁
判
所

の
そ
れ

に
比
し
て
二
倍

以
上

に
達
し

て
居

る
。

(
H
o
w
a
r
d
,
 
s
u
p
r
a
,
 
p
.
 
2
3
7
.
 
e
t
 
s
e
q
.

K
e
n
n
y
,
 
O
u
t
l
i
n
e
 
o
f
 
C
r
i
m
i
n
a
l
 
l
a
w
,
 
1
9
2
9
.
 
1
p
.
 
4
2
1
-
4
3
1
.

司
法
養
料

六
二
號

、
三
頁
ー

十
五
頁

)。

右

に
述
べ
た
以
外

に
樹
最
下
級

の
裁
判
所

に
略
式
裁
判

所

(
C
o
u
r
t
s
 
o
f
 
S
u
m
m
a
r
y
 
J
u
r
i
s
d
i
c
t
i
o
n

)
と
稻

す
る
も

の
が
あ

る
。

略
式
裁
判
所

に

就

い
て
は
謎
五
参
照
。

㈲

王
室
辯
護
士

(
K
i
n
g
'
s
 
C
o
u
n
s
e
l

)
は

「
絹

の
法
服
」
を
薄

る
癬
護
士
で
あ

る
。
印

ち
彼

は
法
律

に
精
通
し
て
居

る
辯
護
士

と
し

て
國

王
に

依

っ

て
任
命

ざ
れ

る
。
法
廷

に
於

い
て
絹

の
法

服
を
着
け
、
普
通
「
s
i
l
k又
l
e
a
d
e
r」

と
稻

さ
れ

る
。

他

の
歌
師
は
之

に
対
し

て
「
j
u
n
i
o
u
r

」

と
呼

ば
れ

て
居

る
。

職

業
的
慣
例

に
依

っ
て
王
室
…
辯
護
士は
j
u
n
i
o
r
と
共
に
事
紬仔
を
麟
受
け

る
に
非
れ
ば
法
廷
に

田
一頭
す

る
こ
と
が
出
日來

な

い
。
如

何

な
る

智
巨
O
H

も
他

の
j
u
n
i
o
r
の
下
に
公
判

要
領
書
(
b
r
i
e
f
)
を
受

け
得

な

い
。
(
荷
職
橿
訴
追

の
項
註
四
参

照
)

⑤

市

(
b
o
r
o
u
g
h

)
及
び
州
c
o
u
n
t
r
y

)
の
大
多
数

に
於

い
て
は
小
罪
は
禁
人

の
治

安
判
事
よ
り
な

る
裁
判
所
に
依

つ
て
裁
判

さ
れ

る
。
之

等

の
裁

判
所
を
小
治
安
軸裁
判
所

(
C
o
u
r
t
 
o
f
 
P
e
t
t
y
 
S
e
s
s
i
o
n
s

)

と
呼
ぶ

。

之
皿等
の
小
一裁
判
所

の
爲

に
該
判
事

は
小

さ

い
團
體

に
分
た
れ

る
。
そ
し
て
各
}

判
事
は

一
つ
の
市

叉
は

一
つ
の
辮

の

一
つ
の
小
治
安
裁
判

所

区

(
p
e
t
t
y
 
s
e
s
s
i
o
n
a
l
 
d
i
v
i
s
i
o
n

)

に
於

い
て
働
く
ー

各
底

の
蜘
〃
享
は
全
州

に
管

英
國

に
於
け

る
刑
事
訴
追
に
就

い
て

(
田
村

)

(
第
蓋
巻

第

一
號

六
七
)

一
一



英
國

に
於
け
る
刑
事
訴
追

に
就

い
て

(
田
村

)

(
第

五
巻

第

一
號

六
八
)

=

一

轄
権
を
持

つ
け

れ
ど
も
。

倫
敦

と
小
数

の
大
都

市
に
於

い
て
は
、

同
じ
型

の
事
件
が
專
職
警
察
裁
判

所
判
事

(
p
r
o
f
e
s
s
i
o
n
a
l
 
p
o
l
i
c
e
-
c
o
u
r
t

m
a
g
i
s
t
r
a
t
e

)
に
依

つ
て
審
問

さ
れ

る
。
小
罪

事
件

は
之
等

の
裁
判

所
に
於

い
て
陪
審
な

し
に
略
式

に
裁
判

さ
れ

る
。

從

つ
て
、
警
察
裁
判

所

及

び
小
治
安
裁
判

所
は
之

を
略
式
裁
判
所

(
C
o
u
r
t
s
 
o
f
 
S
u
m
m
a
r
y
 
J
u
r
i
s
d
i
c
t
i
o
n

)
と
呼
ぼ
れ

る
の
で
あ

る
。

此

の
裁
判
所

に
於

い
て
は
小
罪

を
略
式
に
裁
判

す
る
の
み
な
ら
ず
、

大
罪
事
件

の
豫

備
訊
問

に
あ
た
り
、

今

や
實
際

の
慣
例

に
於

い
て
は
、

此
の
略
式
裁
判

所
は
、

被
告
人

の
同
意
あ

る
場
合
以
前
に
は

陪
審

の
前
で

の
み
裁
判

さ
れ

て
居
た
或
種

の
大
罪
事
件
を
も

裁
判
し
得

る
の
で
あ

る
。

一
九

二
六
年

に
は
大
罪
事
件

六
九
、
六
九
五
人
-

全
数

の
約
九
割
1

が
略
式
裁
判
所

に
於

い
て
取
扱
は
れ
た
。

そ
し
て
其

の
中
只
七
、
九

二
四
人
の
み
が
上
級
裁
判
所
に
於
け
る
陪
審
裁
判
に
附
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
(
H
o
w
a
r
d
,
 
s
u
p
r
a
,
 
p
p
.
 
1
3
.
 
 
1
4
.

)

句
C
o
s
t
s
 
i
n
 
C
r
i
m
i
n
a
l
 
C
a
s
e
s
 
A
c
t
,
 
1
9
0
8
,
 
8
 
E
d
w
,
 
V
I
I
,
 
c
.
 
1
5
 
s
.
 
1
.

の

英
國
に
於
け
る
豫
審
に
あ
っ
て
は
我
國
に
於
け
る
と
異
り
豫
審
を
行
ふ
豫
審
剣
事
が
居
な
い
。

一
名
の
警
察
裁
判
所
剣
事
叉
は
数
名
の
治
安

判
事
が
一
面
略
式
裁
判
を
爲
す
と
共
に
他
面
大
罪
の
豫
審
を
行
ふ
。
而
し
て
何
れ
の
場
合
に
於
い
て
も
右
剣
事
の
仕
事
は
軍
に
事
件
を

「聴
く
」

(
h
e
a
r
i
n
g

)
だ
け
に
し
て
純
粋
に
裁
判
的
の
も
の
で
あ
る
。

(
二

)

警

察

訴
追

(
p
o
l
i
c
e
 
p
r
o
s
e
c
u
t
i
o
n

)

警
察

起
訴

は

多
く

の
場
合

、
貧

困

に
し

て
自

ら

法
律

家

を
雇

い
得

な

い
か
、
叉

は
冷
淡

に

し

て
起
訴

に
興
味

を
有

し
な

い
人
達

の
訴
願

(
告
訴
c
o
m
p
l
a
i
n
t

)

叉
は
密
告

(
告
発
i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

)

に
依

つ
て
開
始

さ
れ

る
。

而

し

て

之
等

の
事
件

は
多
く
所

謂
職

業
的

犯
種

(
p
r
o
f
e
s
s
i
o
n
a
l
 
c
r
i
m
i
n
a
l
 
c
l
a
s
s

)
を
含

む
普
通

の
型

の
事

件
(
強
盗
r
o
b
b
e
r
y
、

押

入
b
u
r
g
l
a
r
y

、
脅

迫
a
s
s
a
u
l
t

、
及

び
他

の
暴

行
a
c
t
 
o
f
 
v
i
o
l
e
n
c
e

)

で
あ

う

、
個
人

に
依

つ

て
起
訴

さ
れ

る
事
件



は
普
通
訴
願
者
が
自
己
を
保
護
す
る
に
充
分
な
る
能
力
を
有
す
る
商
事
詐
欺

(
c
o
m
m
e
r
c
i
a
l
 
f
r
a
u
d

)
ー

特
に
銀

行
、
鐵
道
、
叉
は
裕
旛
な
商
家
に
対
す
る
詐
欺
ー

及
び
窃
盗

(
l
a
r
c
e
n
y

)ー

特
に
商
事
會
社
の
雇
傭
者
に
依
る
窃

盗
ー

事
件
で
あ
る
。
前
種
の
事
件
に
於

い
て
、
警
察
は
直
接
謹
縷
の
蒐
集

・
謹
人
の
石
喚
其
の
他
事
件
の
公
判
準

備
を
爲

す
責
任
が
あ
る
。
後
種
の
事
件

に
於

い
て
は
、
警
察
は
私

の
起
訴
者
及
び
其
の
訟
師

に
凡
て
必
要
な
援
助
を

與

へ
る
事
に
な

つ
て
居

る
。

警
察
訴
追
が
次
に
述
べ
る
職
権
訴
追
と
異
る
黙
は
、
警
察

は
各
個

の
場
合

に
適
當
な
自

己
の
決
定
に
基

い
て
起
訴

を
開
始
す
る
の
で
あ
る
が
、

一
般
的
法
定

の
義
務
と
し
て
之
を
爲
す
も
の
で
は
な

い
と

い
ふ
點

に
あ
る
。
故
に
、
警

察
訴
追

は
事
實
上
は
純
然

た
る
職
椹
訴
追

で
あ
る
が

、
理
論
上

は
個
人
訴
追

(
特
に
公
衆
訴
追

)
に
属
す
べ
き
も

の

で
あ
る
。
而
し
て
尚
舷
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
警
察
訴
追

は
今

日
に
於

い
て
最
も
普
通

に
行
は
れ
る
方
式
に
し
て
、

恐
ら
く
起
訴

の
過
半
歎
を
占
め
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
と

い
ふ
こ
と
で
あ

る
。

扱
既
に

一
般
的
に
明
言

せ
る
如
く
、
警
察
訴
追
に
於

い
て
も
之
を
指
揮
す
る
統

一
的
な
方
法
は
殆
ん
ど
な

い
。
凡

て
は
其

の
管
区
の
慣
習
に
依
擦
し
て
行
は
れ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
次
に
略
式
裁
判

所
に
於
け
る
警
察
起
訴
と
通
常
公

到
裁
判

所
に
於
け
る
警
察
起
訴
と
に
分

つ
て
稽

々
詳
細
に
考
察
し
や
う
。

の

略
式
裁
判
所

に
於
け
る
警
察
起
訴

(
p
o
l
i
c
e
 
p
r
o
s
e
c
u
t
i
o
n
 
i
n
 
C
o
u
r
t
s
 
o
f
 
S
u
m
m
a
r
y
 
J
u
r
i
s
d
i
c
t
i
o
n

)

英
國
に
於
け
る
刑
事
訴
追
に
就
い
て

(
田
村
)

(第
五
巷

第
一
號

六
九
)

一
三



莫
瞬
に
於
け
る
恋
箏
誘
邉
に
就
い
て

(
田
村
)

(第
丑
巻

第
　
號

七
〇
)

一
四

刑
事
事
件

の
趣
倒
的
大
多
歎
が
略
式
裁
判

所
に
於

い
て
威
理
さ
れ
る
が
故
に
、
最
初

に
先
づ
漕
安
判
事

(
j
u
s
t
i
c
e

o
f
 
t
h
e
 
 
p
e
a
c
e

)
、
警
察
裁
判

所
到
事

(
p
o
l
i
c
e
 
c
o
u
r
t
 
m
a
g
i
s
t
r
a
t
e

)
の
許
に
迭
ら
れ
る
警
察
起
訴
指
揮

の
方
法
を
検
討

す
る
Q

普
通

の
刑
事
事
件
に
於
て
、
巡
査
(
p
o
l
i
c
e
 
c
o
n
s
t
a
b
l
e
)

又
は
探
偵

(
d
e
t
e
c
t
i
v
e

)
は
拘
引
状

(
a
r
r
e
s
t

)
を
用
意
し

被
疑
者
を
最
寄
う
の
警
察
署
に
件

ひ
、
警
親

(
c
h
i
e
f
 
i
n
s
p
e
c
t
o
r

)

叉
は
其

の
他

の
上
官

に
事
件

の
事
實
を
述
べ
る
。

次
に

「
訴
追
表
」
(
c
h
a
r
g
e
 
s
h
e
e
t

)
1

犯
罪

の
性
質
と
日
時
、
逮
捕

の
日
時
、
被
告
人

の
氏
名

・

住
所

・

年
齢
・

性
、
訴
願
者

(
告
訴
者
c
o
m
p
l
a
i
n
a
n
t

)
叉
は
密
告
者

(
告
発

者
i
n
f
o
r
m
e
r

)
の
氏
名

・住
所

・職
業
、
謹
人

の
氏
名

、

被
告
人
の
財
産
等
を
含
む
ー

が
作
成
さ
れ
る
。
此
の
訴
追
表
は
事
件
憺
任
の
警
察
官
に
依
つ
て
略
式
裁
判
所

へ
逡

ら
れ
、
之
が
裁
判

所
に
於
け
る
審
問
に
際
し
被
告
人
に
關
す
る
唯

一
の
證
據

書
類
と
な
る
。
事
件
裁
決
後
に
於

い
て

は
書
記
又
は
到
事

(
m
a
g
i
s
t
r
a
t
e

)
は
訴
追
表
に
付

い
て
適
當
に
韓
載
を
爲
し
、
其
の
訴
追
表
は
警
察

へ
記
録
と
し
て

送
還

さ
れ
る
。
事
件
が
微
罪

(
p
e
t
y
 
o
f
f
e
n
s
e

)
で
な

い
限
蛋
、
審
理
は
普
通
歎
日
叉
は

一
週
間
延
期
さ
れ
る
。
此

の

場
合
、
被
告
人
は
繊
績
し
て
拘
禁
さ
れ
る
か
、
叉
は
保
釈

(
b
a
i
l

)
を
許
さ
れ

る
か
す
る
。
保
釈

問
題
に
關
す
る
興
事

の
行
動

は
、
該
事
件
の
性
質
と
周
園

の
事
情
に
依
縷
す
る
。
憺
任
の
警
察
官
は
普
通
保
糧

に
対
す

る
意
見
を
徴
さ
れ

る
。
彼
が
若
し
保
釈

に
反
対

の
意
見
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
其

の
反
対

理
由
は
到
事
に
依
つ
て
適
當
に
理
由
附
け
ら
れ



る
。
此
の
間
惰
任
警
察
官
は
事
件

に
關
す
る
謹
人
を
共

の
支
配
内
に
引

留
め
る
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
、
訊
問
期
日
に
彼
等

の
出
廷
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
若
し
事
件
が
略
式
に
処
理

さ
れ

、其

の
結
果
有
罪
と
決
定
す
る
な
ら
ば
、該

警
察
官
は
刑

の
宣
告
に
際

し
、
之
に
関
係

あ

る
被
告

人
の
経
歴
を
報
告
す
る
。
若
し
共

の
犯
罪
が
陪
審
に
附
ぜ
ら
る

べ
き
大
罪
で
あ
る
な
ら
ば
、
到
事
は
延
期
さ
れ
た
日
に
謹
縷
を
調
べ
、
其

の
結
果
と
し
て
、
被
告
人

の
放
菟
、
叉
は

公
判

途
附
を
決
定
す
る
。
事
件
が
公
判

に
附
せ
ら
れ
た
時
、
謹
人
は
右
公
判

裁
判
所

へ
出
頭
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
而
し

③

て
、
此
の
場
合
何
人
か
思
ー

普
通
婚
任
の
警
察
官
ー

起
訴
の
役
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
次
に
到
事
の
書
記
は
該
證
人

の
供
述
書

(
d
e
p
o
s
i
t
i
o
n

)
を
公
判
裁
判
所
の
書
記
-

若
し
公
判
裁
判
所
が
四
季
裁
判
所
で
あ
る
な
ら
ば
右
供
述
書

は
治
安
判
事

の
書
記
に
、
巡
回
裁
判

所

で
あ

る
な
ら
ば
巡
回
裁
判

所
書
記
に
、
中
央
刑
事
裁
判
所
で
あ
る
な
ら
ば
該

裁
判
所
書
記
i

に
提
出
す
る
。

小
治
安
裁
判

所

附
厨

の
書
記

(
c
l
e
r
k
 
t
o
 
t
h
e
 
j
u
s
t
i
c
e

)

及
び
警
察
裁
判

所
附
属

の
書
記

(
c
l
e
r
k
 
t
o
 
t
h
e

m
a
g
i
s
t
r
a
t
e

)
は
、
略
式
裁
判

所
に
於

い
て
取
扱
は
れ
る
莫
大
な
警
察
起
訴
事
件

(
大
罪
、
小
罪
を
含
め
て
)
の
処
理

に
際
し
、
實
質
上
到
事
を
援
助
す
る
者

で
あ
る
。
從
來

の
略
式
裁
判

所

の
権
能
を
拡

大
し
て
、
起
訴
状
を
要
す
る
犯

④

罪
事
件
を
も
聴
取
し
、
且
裁
断
せ
し
め
ん
と
す
る
最
近

の
傾
向
は
、
右
書
記

の
活
動
を
特
別

の
意
義
あ
る
も
の
と
す

る
。

一
人
の
素
人

の
判
事
が
他
に
適
任
者
が

な
い
爲
、
毎
年
数
千
件

の
大
罪
事
件

(
嘗

て
は
公
判

裁
鋼
所
に
於

い
て

英
國
に
於
け
る
刑
事
訴
邉
に
就
い
て

(田
村
)

(第
証
巻

第
一
號
[

七
一
)

一
五



英
國
に
於
け
る
刑
事
訴
追
に
麓
い
て

(
田
村
)

(
第
五
巻

第

一
號

七
二
)

一
六

腱

理

さ
れ

た

の
で
あ

る
が

)
を
裁
判

せ
ね

ば
な
ら

漁
田

舎

の
地

方
に
於

い
て
は
、
訓

練

さ
れ

た

法
律

家
が

、

之
等

の

⑤

地
方
の
裁
判
官

の
活
動
を
指
導
す
べ
き
で
あ
る
と

い
ふ
事
は
、
最
も
重
要
な
事

で
あ
る
o
そ
れ
故
に
、
之
等

の
地
方

を
通
じ

て
、

小
治
安
裁
判

所
附
属
書
記
は
其

の
義
務

の

一
部
と
し
て
警
察
と
協
力
し
、

事
件
が
小
治
安
裁
判

所
に

正
し
く
、

適
當
に
提
出
さ
れ
る
事
を
監
親
す
る
。

此

の
こ
と
は
彼
等
が
起
訴
者
及
び
被
告
人

の
謹
人
を
屡

々
訊
問

(
e
x
a
m
i
n
e

)
及
び
反
対

訊
問

(
c
r
o
s
s
-
e
x
a
m
i
n
e

)
を
な
し
、
時
に
は
謹
言
に
於
け
る
不
備
、
證
據

の
種
類
等
に
關
す

る
助
言
を
爲

し
、
重
罪
に
於

て
は
重
要
な
讃
鑛
及
び
関
係

謹
様
の
完
全
な
談
話
燈
式

の
記
録
を
作

る
1

之
が
後
に

供
述
書
と
な
る
の
で
あ

る
ー

こ
と
を
意
味
す
る
。
更
に
彼
等
の
仕
事
は
大
部
分
性
質
に
於

い
て
大

い
に
裁
判

官
的

の
も
の
で
あ
る
と
言

つ
て

い
㌧
。
事
實
彼
等
は
被
告
人

の
槽
利
が
適
當
に
保
護
さ
れ
る
事
に
留
意
し
つ
㌧
犯
罪
事
實

の
登
見

に
於

い
て
判
事
に
助
力
し
、
法
律
事
實
を
構
成
す
る
に
必
要
な
謹
縷
の
程
度
に
到
事

の
注
意

を
促
し
な
が
ら

⑧

法
律
黙

に
關
し
て
到
事
に
助
言
す
る
の
で
あ
る
。
勿
論
判
事
自
身
も
疑
は
し
き
黙

を
明
に
す
る
爲
に
屡

々
謹
人
を
訊

問

し
、
各
到
事
は
議
長

(
c
h
a
i
r
m
a
n

裁
判
長
に
當
る
)
を
介
し
て
質
問
を
提
出
す
る
慣
例
に
な

つ
て
ゐ
る
。

⑦

首
都
区

(
M
t
r
o
p
o
l
i
t
a
n
 
P
o
l
i
c
e
 
D
i
s
t
r
i
c
t

)
の
警
察
裁
判
所
及
び
訓
練
さ
れ
た
法
律
家
た
る
有
給
警
察
裁
判
所
判
事

(
s
t
i
p
e
n
d
i
a
r
y
 
m
a
g
i
s
t
r
a
t
e

)
を
有
す
る
管
区
に
於
い
て
は
、

書
記
の
責
任
は
し
か
く
重
大
で
は
な
い
。
そ
は
到
事
自

身
が
豫
備
訊
問

(豫
審
p
r
e
l
i
m
i
n
a
r
y
 
h
e
a
r
i
n
g

)
叉
は
略
式
裁
判
に
於
け
る
基
謹
に

一
つ
の
活
動
的
役
割
を
演
ず
る



か
ら

で
あ
る
。
然
し
田
舎

の
地
方
に
於

い
て
は
、
到
事

は
殆
ん
ど
常
に
彼
等
の
書
記
を
指
導
者
と
見

る
の
で
あ
る
。

首
都
区
警
察
裁
判

所

に
於

い
て
さ

へ
も
、
謹
人

の
訊
問
は
普
通
書
記
に
依

つ
て
な
さ
れ
て
居
る
。

重
要
且
異
常
な
事
件
、
叉
は
控
訴

の
可
能
性
を
示
唆
す
る
難
解
な
法
律
黙
を
含

む
事
件

に
就

い
て
は
、
略
式
裁
判

所

に
於
け
る
之
等
の
訴
訟
手
続

の
指
揮
を
引
受
け
、
謹
縷
を
提
出
す
る
事
は
、
或

る
訟
師

に
依

つ
て
爲
さ
れ

る
慣
例

で
あ
る
。
彼
等
は
小
都
市

(
b
o
r
o
u
g
h

)
に
於
け
る
市
総
務
長

(
t
o
w
n
 
 
c
l
e
r
k

)
若
く
は
其

の
代
理
人
で
あ
う
、
小
歎

の
大
都
市

(
c
i
t
y

)
に
於

い
て
は
、

起
訴
官

(
o
f
f
i
c
i
a
l
 
p
r
o
s
e
c
u
t
i
n
g
 
s
o
l
i
c
i
t
o
r

)
、
州
警
察
に
於
け
る
訟
師
等

で
あ
る

(
後
に
詳
述
す
る
如
く
、

彼

等
は
多
く
の
地
方
管
画
に
於

い
て
は
、

上
級
裁
判

所
の
公
判
に
附
せ
ら
れ
る
警
察
起
訴

の
取
扱
を
命
ぜ
ら
れ

て
ゐ
る
)
。

此
の
慣
例
は
大
罪

の
豫
備
訊
問

(
豫
審
)
に
適
用
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず

、
比
較
的

⑧

重
要
な
略
式
起
訴
に
も
亦
適
用
さ
れ
る
。

或

る
管
区
に
於

い
て
は
、
市
警
察

の
警
察
長

、
叉
は
州

の
小
治
安
裁
判

区
警
察

の
警
覗
、
叉
は
該
事
件
憺
任
警
察

官
自
ら
槍
事

の
役
を
演
じ
、
起
訴
者
側

の
謹
人
を
訊
問
し
、
被
告
人
側

の
謹
人
を
反
対

訊
問
す
る
こ
と
は
、
普
蓮

の

慣
例
と
な
つ
て
居

る
。
然
し
、
曾
て
サ
ザ

ン
プ
ト
ン
警
察
の
警

親
が
辯
護
士

と
し
て
行
動
し
た
所

の
有
罪
判
決

に
対
し

⑨

高
等
司
法
裁
判

所
王
座
部

は
之
を
破
殿
し
た
。
此
の
際

、
刑
事
事
件
に
於

い
て
は
警
察
官
は
輩
な
る
謹
人
で
あ

る
べ

き

で
、警
察
官
が
起
訴
訟
師

の
義
務
を
引
受
け
る
事
は
、
被
告
人

の
利
益

を
害
す
る
と

い
ふ
事
が
最
も
強
く
主
張
さ
れ

英
國
に
於
け
る
刑
事
訴
追
に
就
い
て

(
田
村
)

(
第
五
巻

第
一
號

七
三
)

一
七



英
國
に
於
け
る
荊
毒
7訴
邉
に
耽
い
て

(
田
村
)

(第
丑
巷

第
一
號

七
四
)

一
八

た
。
如
何
な
る
法
廷
に
於

い
て
も
、
警
察
官
を
し
て
辮
謹

士
と
し
て
行
動
せ
し
め
る
事
は
、
非
常

に
悪

い
慣
例

で
あ

る
事
を
裁
勃
所
は
認
め
た
の
で
あ
る
。
此
の
警
察
辮
護

の
慣
例
は
、
主
と
し
て
田
舎

の
地
方
に
限
定

さ
れ
、
首
都
区

に
於

い
て
は
全
然
行
は
れ
な

い
。
人

口
の
多
く
集
中
す
る
大
都
市
に
於

い
て
も
、
小
罪
事
件
を
除

い
て
は
滅
多
に
な

い
事
で
あ
る
。
然
し
小
都
市

に
於
て
は
時
々
其
の
名
残
を
見

る
事
が
あ

教
。

そ
れ
故
に
、
大
燈
に
於

い
て
次

の
如
く

い
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
略
式
裁
判
所
に
關
す
る
限
め
、多
歎
の
管
区
に
於

い
て

は
、
槍
事

の
義
務

の
大
半
は
、
小
治
安
裁
判

所
及
び
警
察
裁
判

所
附
属

の
書
記
に
依
つ
て
引
受
け
ら
れ
る
。
但
し
、

此

の
観
察
は
英
國
刑
事
訴
訟
手
続

に
關
す
る
他

の

一
般
化
と
同
様

に
、
次
の
黙

に
於

い
て
制
限
を
受
け
る
。

(
イ
)

多
く

の
警
察
裁
判

所
に
あ

つ
て
は
、
到
事

(
m
a
g
i
s
t
r
a
t
e

)
が
自
ら
重
要
な
役
割
を
演
ず

る
。

(
ロ
)

重
要
な
叉
は
困
難
な
事
件
ー

特
に
都
市
に
於

い
て
起
る
事
件
1

に
於

い
て
は
、

警
察
は
市
総
務
長

(
t
o
w
n
 
c
l
e
r
k

)

若
く
は
其

の
代
理
人
、

叉
は
市
當
局
に
依

つ
て
雇
は
れ
た
起
訴
官
、
叉
は
警
察
に
依

つ
て
選
任
さ

れ
た
或

る
他

の
訟
師
に
依

つ
て
代
理
さ
れ
る
事
が
あ

る
。

(
、ノ
)

州

の
多
く
の
小
治
安
裁
判

所
及
び
大
都
市

の
或

る
も
の
に
於

い
て
さ

へ
、
警
察
長

又
は
他

の
警
察
官
は
屡

々
事
件
を
起
訴
す
る
役
を
勤

め
る
。
然
し
、
か
＼
る
訴
訟
手
続

に
対
し

て
は
司
法
官
及
び
法
律
家

の
多
く
は
之
を
非

難

し
、
且
之
が
惹
・起
す
る
重
大
な
弊
害
を
恐
れ

て
居

る
の
で
あ
る
。



②

通
常
公
剣
裁
鋼
日所
に
於
け
る
警
察
起
訴

公
判

裁
判
所
に
於
け
る
警
察
起
訴

は
之
を
倫
敦
中
央
刑
事
裁
判
所
に
於
け
る
も
の
、
首
都
区

四
季
裁
判

所
に
於
け

る
も

の
、
並
に
市
及
び
州
に
於

け
る
も
の
＼
三
つ
に
分
け
る
。

(
イ
)

倫
敦
中
央
刑
事
裁
鋼
所
に
於
け
る
警
察
起
訴

(
p
o
l
i
c
e
 
p
r
o
s
e
c
u
t
i
o
n
 
i
n
 
t
h
e
 
C
e
n
t
r
a
l
 
C
r
i
m
i
n
a
l
 
C
o
u
r
t

)

概
括
的
に

い
へ
ば
、
中
央
刑
事
裁
判

所
に
於

い
て
取
扱
は
れ
る
事
件

の
約
五
割
が
警
察
に
依

つ
て
起
訴

さ
れ

る
事

件

で
あ
り
、
約

三
割
が
槍
事
長

に
依

つ
て
途
行
さ
れ
る
事
件

で
あ
わ
、
そ
し
て
残
う
の
も

の
が
嚴
密
な
意
味
に
於
け

ω

る
個
人
に
依
る
起
訴
事
件
で
あ
る
。

中
央
刑
事
裁
判

所

の
公
判

に
附
せ
ら
れ

る
凡
て
の
警
察
起
訴

(
警
親
塵
階
属

の
訟
師
に
依

つ
て
指
揮
さ
れ
る
特
に

圭
要
な
事
件
を
除
く
)
は
公
判

開
廷
前
に
あ

つ
て
は

該
裁
判

所

の
書
記
に
依

つ
て
監
督

さ
れ

る
o

被
告
が
公
判

に

附

せ
ち
れ
る
や
、
直
ち
に
警
察
裁
判

所

の
書
記
は
事
件

の
供
蓮
書

(
d
e
p
o
s
i
t
i
o
n

)
及
び
他

の
凡

て
の
書
類
を
中
央

刑

事
裁
判

所

の
書
記
に
提
出
す
る
。

該
事
件
澹
任

の
警
察
官
も
亦
所
謂
i
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n

(
指
教
書
)
叉
は
該
事
件
関
係

書

類

(
こ
れ
は
起
訴
状
を

作
成
す
る
に
際

し

書
記

の
参
考
と
な
る
も

の
で
あ
る
)

の
迭
附
を

命
ぜ
ら
れ
る
。

右

の

i
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n

は
次
の
も
の
を
含

む
。

-

犯
罪

の
供
述
(
公
判
に
附
せ
ら
れ
た
日
時
及
び
犯
罪
が
行

は
れ
た
教
区

に
欄
す
る
報
皆
を
含
む
)
。

英
國
κ
於
け
る
測
事
訴
瓢道
κ
就
い
て

(
田
村
)

(鎮
灘
塗

第
一
畿

七
軍五
し

一
九



英
國
に
於
け
る
刑
事
訴
追
に
就
い
て

(
田
村
)

(第
五
巻

第
一
號

七
六
)

二
〇

2

起
訴
状
に
依
る
前
科
の
事
項
(
そ
の
事
項
は
、
判
決

者

の
氏
名

、
判
決

日
、
判
決
裁
判

所

、
罪
名
を
含
む
)
。

3

起
訴
者
の
氏
名
、
住
所
。

4

起
訴
訟
師

の
氏
名
、
住
所
、
若

し
訟
師
が
居
な
け
れ
ば
其

の
事
實
。

5

起
訴
者
側
の
凡
て
の
謹
人

の
氏
名
、
住
所
。

被
告
人
が
大
罪

の
前
科
を
有
す
る
場
合

に
於

い
て
は
該
事
件
澹
任

の
警
察
官
は
前
科
謹
明
書
を
遅
滞
な
く
中
央
刑

事
裁
判

所
書
記
課
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

諏
。
訟
師
が
起
訴

の
指
揮
を
指
令

さ
れ

て
居
る
場
合

に
は
、
事
件
委
託
後

直
ち
に
此
の
事
實
を
中
央
刑
事
裁
判
所
書
記
に
書
面
を
以

て
通
知
し
、
且
起
訴
歌

の
準
備
に
關
し
自
ら
之
を
爲
す
や

若
く
は
状
師
を
し
て
爲

さ
し
め
る
や
、
叉
は
書
記
に
之
を
依
頼
す
る
や
否
や
を
述
べ
る
義
務
が
あ

る
。
若
し
起
訴
状

が
訟
師
叉
は
状
師
に
依

つ
て
準
備

さ
れ
た
な
ら
ば
、
之
等
は
悉
く
開
廷
前
日
の
正
午
迄
に
書
記
課
に
提
出
さ
れ
ね
ば

な
ら

諏
。
事
件
憺

任
の
警
察
官
は
常
に
謹
人
と
接
鯛
を
保
ち
、
且
開
廷
期
日
に
大
陪
審

の
謹
人
の
訊
問
を
可
能
な
ら

し
め
る
義
務
が
あ
る
。

公
判
辯
護
士

が
起
訴
の
爲
め
に
指
令

さ
れ
な
か
つ
た
場
合

、
中
央
刑
事
裁
判

所

の
書
記
は
、
所
謂

「
B
a
r
 
M
e
s
s

」

(
該
裁
判

所
所
属
辯
護
士

會
)
の
會
員

の
問
か
ら
之
を
選
ぶ
。

多
数

の
他

の
管
区
に
於
け
る
慣
例
に
反
し
、
中
央
刑

事
裁
判
所
に
於

い
て
は
辯
護
士

の
所
謂

「
裁
判
所
開
放
」
(
o
p
e
n
 
s
e
s
s
i
o
n

)
と
稻
さ
れ
る
も

の
が
行
は
れ
て
居
る
。



即
ち
右
地
方
辯
護
士
會

(
l
o
c
a
l
 
B
a
r
 
 
M
e
s
s

)
の
會
員
に
非
ざ
る
釈
師
で
も
1

本
來
の
割
當
と
し
て
は
被
選
任
資
格

は
な

い
に
も
拘
ら
ず
ー

若
し
指
令
さ
れ
る
な
ら
ば
該
裁
判
所
の
公
判
に
出
頭
し
得
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
書
記
は

地
方
辯
護
士

會

の
凡
て
の
會
員

の
名
簿

を
備

へ
て
居

る
。
そ
し
て
裁
判

所

の
開
廷
前
日
に
其

の
名
簿
に
出
廷
す
る
状

師

の
氏
名
を
チ

エ
ツ
ク
し
、
出
廷
し
た
駿
師
に
公
判
要
領
書

(
b
r
i
e
f

)

を
交
附
す
る
。
斯
く
し
て
状
師
に
分
た
れ
た

事
件
は
、
職
業
法
律
家
に
依

つ
て
、

常
に
所
謂
s
o
u
pと
呼
ば
れ

て
居
る
。
各

々
の
状
師

は
薗
分

の
番
に
當

る
と

一

匙
を
與

へ
ら
れ

る
か
ら

で
あ

る
。
状
師

は
此
の
要
領
書
を
受
取
つ
て
か
ら
、
更
に
適
當
な
準
備
を
爲
す
爲
に
屡

々
裁

到
所
書
記
、

警
察
官
及
び
謹
人
等
と
協
議
す
る
の
で
あ
る
。

然

し
多
く

の
場
合

此
の
準
備
を
す
る
時
間
は
殆
ん
ど

な

い
と

い
つ
て

い
＼
。

公
判

豫
定
表
に
あ
る
事
件
腱
理
の
順
序
は
、
比
較
的
短

い
事
件
及
び
被
告
が
恐
ら
く
服
罪
す
る
で
あ
ら
う
と
考

へ

ら
れ

る
事
件
が
最
初
に
取
上
げ
ら
れ

る
o
比
較
的
長

い
事
件
は
、
歎

日
乃
至

一
週
間
延
期
さ
れ

る
。

更
に
既
に
述
べ
た
如
く
、
中
央
刑
事
裁
判

所

の
公
判
豫
定
表
に
あ

る
最
も
困
難
な
事
件

は
、
多
分
、
槍
事
長
或

は

警
覗
廉
附
属

の
訟
師
或
は
自

己
の
状
師
を
指
令
す
る
個
人

訟
師

に
依

つ
て
処
理

さ
れ
る
だ
ら
う
。

(
ロ
)

首
都
匠
四
季
裁
判

所
に
於
け
る
警
察
起
訴

(
p
o
l
i
e
c
 
p
r
o
s
e
c
u
t
i
o
n
 
i
n
 
M
e
t
r
o
p
o
l
i
t
a
n
 
Q
u
a
r
t
e
r
 
S
e
s
s
i
o
n
s

)

首
都
区
内
に
於
け
る
比
較
的
重
大
な
犯
罪
を
虜
理
す
る
中
央
刑
事
裁
判

所
以
外
に
、
所
謂
倫
敦
州
裁
判

所

(
現
在

英
國

に
於
け

る
刑
事
訴
追
に
就

い
て

(
田
村

)

.

(
第

五
巷

第

一
號

七
七
)

二

一



突
鰯
に
於
け
る
漏
"
餐
過
に
蕊
い
て

(
田
村
》

(箒
蕊
巷

第
一
鶏

右
八
ソ

薄
二

有
給
議
長
及
び
代
理
議
長

の
統
轄

の
下
に
、

轟
ユ
婁
壕

ン
む
ン
に
於

い
て
毎
年

二
十
四
回
開
廷
さ
れ
る
)
に
依

つ
て

倫
敦
行
政
州
の
範
囲

内
に
起

る
比
較

的
極
悪
で
な

い
犯
罪
を
取
扱
ふ
設
備
が
設
け
ら
れ

て
あ

る
。

ミ
ド

戸
セ
ッ
ク
メ

裁
判

所
と
し
て
知
ら
れ
た
特
別
四
季
裁
判

所
も
亦
、

毎
月

ミ
ド

〃
セ
。
ク
ス
州
に
於
け
る
犯
罪
を
処
理

す
る
爲

め
開

か
れ
る
。
十
八
世
紀

の
末
葉
よ
め
十
九
世
紀

の
初
頭
に
か
け
て
の
倫
敦

の
急
激
な
磯
展
に
依

つ
て
、
必
要
鉄
く
べ
か

ら
ざ
る
も
の
と
な

つ
た
之
等

の
裁
判
所
は
、
凡
て
の
他
の
四
季
裁
判

所
と
伺
様
な
管
轄
権
を
持
ち
、
且
可
成
う
大
量

の
刑
事
事
件
を
処
理

す
る
。

倫
敦
及
び

ミ
ド

ア
セ
ヅ
ク
ス
四
季
裁
判

所
に
於

い
て
は
勿
論

、

隣
接
サ
リ
州
の
爲
に
開

か
れ
る
裁
鋼
に
於

い
て
は

現
在
古
き
歴
史
を
有
す
る

一
つ
の
倫
敦
辯
護
士

(
訟
師
)
會

が
、
所
謂

「
州
起
訴
の
訟
師
」

(
s
o
l
i
c
i
t
o
r
 
f
o
r
 
c
o
u
n
t
y

p
r
o
s
e
c
u
t
i
o
n

)

と
し
て
州
か
ら
雇
は
れ

る
。

現
在
此
の
訟
師
に
依
つ
て
行
は
れ

て
居

る
事
務
は
、
!

中
央
刑
事
裁

到
所
に
於

い
て
は
今
尚
書
記
に
負
は
さ
れ
て
居
る
と
同
様
に
ー
ー
曾
つ
て
は
塗
く
州
の
四
季
裁
勃
所
の
書
寵

(
c
l
e
r
k

o
f
 
t
h
e
 
 
p
e
a
c
e

)
に
委
ね
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。
之
等
の
裁
判
所
の
公
判
鑓
附
さ
れ
た
凡
て
の
事
件

(槍
事
長
に
依

つ
て
処
理
さ
れ
る
事
件
、
叉
は
個
人
の
訟
師
が
雇
は
れ
た
事
件
を
除
き
)
の
起
訴
を
指
揮
し
、
且
状
師
を
雇
ふ
事
は

右
訟
師
の
義
務
で
あ
る
。

「
州
起
訴
の
訟
師
」
,

叉
拡
四
季
識
劃
所
書
認
の
何
れ
が
起
訴
躾
を
準
備
す
る
か
は
、
圭

と
し
て
事
件

の
性
質
と
事
情
に
依
篠
す
る
。

異
常
な
特
色
あ
る
事
件
に
於
い
て
は

右
訴
師
に
依
つ
て
爲
さ
れ
得
る



が
、
夫

多
歎

の
起
訴
に
於

い
て
は
起
訴
状
は
四
季
裁
判
所

の
書
記
に
依

つ
て
準

備
さ
れ

る
。
個
人

の
訟
師
に
依
つ
て

指
揮
さ
れ
る
起
訴
に
於

い
て
さ

へ
、
書
記
は
屡

々
起
訴
駿
を
準
備
す
る
。
中
央
刑
事
裁
判

所
に
於
け
る
起
訴
の
如
く

事
件
憺
任

の
警
察
官

は
事
件
の
公
判

途
附
に
際

し
て
、

右
書
記

の
許
に
事
件
に
直
接
関
係

あ
る
i
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n

(
指
教

書
)
の
提
出
を
要
求

さ
れ
る
。
之
等

の
i
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n

は
訟
師
が
該
事
件

の
爲
に
雇
は
れ
る
や
否
や
に
關
す
る
報
告
を

含

む
。
更
に
該
警
察
官

は
開
廷
に
際
し
、
大
陪
審

の
謹
人
訊
問
を
可
能
な
ら
し
め
る
爲
に
謹
人
と
常
に
接
鯛
を
保

つ

て
置

か
ね
ば
な
ら
な

い
。
右
の
訟
師

叉
は
輕
験
あ
る
裁
判

所
書
認
の

一
人
は
、
開
廷
に
先
立
ち
、
凡
て
の
州
起
訴
に

於
け
る
供
述
書

(
d
e
p
o
s
i
t
i
o
n

)
を
精
密
に
調
査
し
、
必
要
に
應
じ

て
は
更
に
準
備
の
爲
警
察
官
と
協
議
す
る
。

次
に
中
央
刑
事
裁
判

所
に
於
け
る
と
同
じ
方
法
で
公
判

要
領
書
i

そ
れ
は
普
通

の
事
件
に
於

い
て
は
右
供
述
書

の
爲
し
に
過
ぎ
な

い
で
あ
ら

う
ー

が
、
地
方
辯
護
士

會

の
會
員
の
間

に
開
廷
の
初
日
に
交
替
に
分
配
さ
れ

る
。
然

し
、
四
季
裁
判

所
に
於
け
る
事
件
は
比
較
的
簡
単

な
型

の
も

の
で
あ
り
、
且
法
律
家
を
雇
ふ
絵
裕
の
あ
る
訴
願
者
は

少
な

い
が
故
に
、
槍
事
長
及
び
個
人
の
訟
師
に
依

つ
て
指
揮

さ
れ

る
事
件

の
割
合
は
、
中
央
刑
事
裁
判

厨
及
び
巡
回

裁
判

所
に
於
け
る
そ
れ
よ
り
も
よ
う
少
な

い
で
あ
ら
う
と

い
ふ
事
を
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら

滋
。
州
起
訴
の
分
配
に

際

し
て
は
、訟
師
は
状
師

の
能
力
と
輕
験
と
を
出
來
る
丈
考
慮
に
入
れ
る
。
多
く

の
四
季
裁
判
所
に
於

い
て
は
、法
廷

の
奮
闘
的
活
動
に
適
し
な

い
小
歎

の
老
朽
状
師
が
居
る
。
之
等
の
駅
師
に
対
し

て
は
所
謂

「
比
較
的
輕

い
」
(
l
i
g
h
t
e
r

)

馳央
國
に
於
け
る
珊
事
訴
追
に
就
い
て

(
田
村
)

(第
王
巷

第
一
號

七
九
)

二
三



英
國
に
於
け
る
刑
事
訴
追
に
就
い
て

(
田
村
)

(第
五
巻

第
一
號

八
〇
)

二
四

事
件
叉
は
被
告
が
恐
ら
く
服
罪
す
る
で
あ
ら

う
と
豫
期
さ
れ
る
事
件
が
割
當

て
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
時

々
は
交
替

の
嚴
格
な
順
序
が
守
ら
れ
な

い
場
合
が
起
る
。
若

し
事
件
が
特

に
重
要
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
右
裁
判
所
辯
護
士

會
に

属
し
な

い
状
師

の
力
を
借
り
る
必
要
が
あ

る
。

然

し
此
の
方
法
は
辯
護
士
全
體

の
禮
儀

に
反
し
、

且
若
し
之
を
固

執

せ
ば
状
師

の
問
に
不
平
を
生
ず

る
恐
れ
あ

る
が
故
に
、
此

の
方
法

は
例
外
的
事
件

に
し
て
、
且
裁
判

所
書
記
と
の

協
議

の
結
果
に
於

て
の
み
使
用
き
れ
る
傾
が
あ
る
。
状
師
が
公
判

要
領
書
を
受
け
取
つ
た
な
ら
ば
、
彼

は
早
速
警
察

官
と
協
議
し
、
且
時
々
は
訟
師

か
ら
示
唆
を
受
け
な
が
ら
、
其

の
事
件

の
準
備
を
整

へ
る
。
四
季
裁
判
所
に
於
け
る

普
通

の
警
察
起
訴
は
、
特

に
難
物
と

い
ふ
種
類
の
も
の
で
は
な
く
、
多
く
は
普
通

の
暴
行
罪
か
、
叉
は
簡
単

な
窃
盗

事
件
で
あ
る
。
若
し
事
件
が
難
物

で
あ
る
場
合

叉
は
更
に
準
備
を
必
要
と
す
る
場
合
は
普
通

一
日
位
延
期

さ
れ

る
。

然
し
大
多
藪

の
事
件
に
於

い
て
は
警
察

は
十
分

に
共

の
仕
事
を
果
し
て
居

る
か
ら
殆
ん
ど
そ
の
必
要
は
な

い
。
そ
し

て
裁
判
所
が
次
回
の
開
廷
期
迄
事
件

の
公
判
延
期
を
許
す
は
、
只
例
外

的
な
場
合
に
於

い
て
の
み

で
あ
る
。

之
は
英
國
に
於
け
る
刑
事
司
法
を
運
用

す
る
人

々
が
、

ス
ピ
ー
ド
は
刑
事
訴
訟
に
於

い
て
最
も
重
要
な
要
素
を
な

す
も

の
で
あ
う
、
且
所
謂

「
奮
き
事
件

(
s
t
a
l
e
 
 
c
a
s
e

)

の
裁
判
は
普
通
失
敗
に
終
る
」
と

い
ふ
理
論
に

立
脚
す
る
か

ら

で
あ

る
Q

(
、ノ
)

市
及
び
州
に
於
け
る
警
察
起
訴

(
p
o
l
i
c
e
 
p
r
o
s
e
c
u
t
i
o
n
 
i
n
 
t
h
e
 
b
o
r
o
u
g
h
 
a
n
d
 
c
o
u
n
t
y

)



近
年
英
國
の
市
.に
於

い
て
は
、
巡
回
裁
判

所
及
承

四
季
裁
鋼
所
、の
公
劇
鑓

附
き
れ
ゑ
響
察
鵡
訴

の
指
揮
を
市
縛

務
・

長

(
t
o
w
n
 
c
l
e
r
k

)
若
・～
は
其

の
代
理
人
又
は
起
訴
官
日(
a
n
 
o
f
f
i
c
i
a
l
 
p
r
o
s
e
c
u
t
i
n
g
 
s
o
l
i
c
i
t
o
r
.

或

る
管
圃
に
於

い
て
は
日

市
総
務
長

の
指
揮

の
許
に
行
動
す
る
訟
師
ゆ

の
手
に
委
ね
え

と
す
る

一
つ
の
著
し

い
傾
向
が
あ

つ
た
ゐ

其

の
後
の

経

験
に
於

い
て
、
普
通
の
起
訴

に
於

い
て
に
警
察
に
依
つ
て
爲
さ
れ
た
準
備
以
外
に
殆
ん
ど
何
等

の
準
備
を
も
要
し
な

い
け
れ
ど
も
、
困
難
文

は
重
要
な
起
訴
に
於

い
て
は
、
法
律
黙
に
關
し
警
察
に

助
、昌員

助
力
し
、
謹
櫨
貸に
.關
す
ゑ
饒

黙

(
多
く
形
式
的
性
質

の
も
め

)
に
つ
い
て
警
察

の
注
意
を
喚
起
す
る
起
訴
訟

師

の
必
要
を
痛
戴
し

た
が
故
に
最
近

に
於

い
て
は
特

に
市

の
側
に
於

い
て
、
此

の
起
訴
事
務
を

一
人
の
専
職
官
寅

の
手
に

意
識
的
に
集
中
せ
ん
と
す
る
計
.

書
が
あ
る
。
然
し
詳
細

の
黙
に
關
し

て
は
尚
管

区
に
依

つ
て
可
醸
り
の
相
違
が
あ

る
。
或
日る
管
区
に
於
、い
て
は
此

の

事
務
は
市
絡
務
長

(
t
o
w
n
 
c
l
e
r
k

)

に
依

つ
て
引
受
け
ら
れ
、
他

の
所
で
は
市
総
務
長
,の

一
般
的
監
督
下
に
行
動
す

る
起
訴
訟
師
に
依
つ
て
処
理
さ
れ
、
更
に
他
の
地
方
に
於
い
て
は
有
給
め
起
訴
官
に
依
つ
て
1

全
ぐ
市
纏
務
長
か

ら
独
立
し
て
f

憺
任
さ
れ
る
。
最
後
に
或
る
地
方
で
は
此
の
仕
事
は
市
警
察
の
警
察
長

(
c
h
i
e
f
 
c
o
n
s
t
a
b
l
e

)
に
依

つ
て
、
一
人
叉
は
そ
れ
以
上
の
訟
師
に
分
配
さ
れ
る
。
從

つ
て
、
論
理
王
起
訴
訟
師

の
義
務
は
市
総
務
長

(
t
o
w
n

c
l
e
r
k

)
叉
は
其
の
指
圖
と
支
配

の
下
に

行
動
す
る
何
人
か
に
委
任
さ
れ

て
⑳
る
様
に
思
.は
れ
る
。
市
総
務
長

は
普
通

　
必
然
的

で
は
な

い
け
れ
ど
も
も
ー
終
験
あ
る
訟
師
或
は
状
師

で
あ

る
か
ら
、
市
が
訴
訟
に
関
係

す
る
場
合

に
は

英
國
に
於
け
る
測
婁
弔訴
追
」に
、就
pい
て

(
田
村
ソ

(第
■日五
巻

第
二
欄貌
顎

八
一
)

二
五



英
國
に
於
け
る
刑
事
訴
追
に
就
い
て

(
田
村
)

(第
五
巻

第
一
號

八
二
)

二
六

其

の
事
件

の
公
判

準
備
を
爲
し
、
且
公
判

廷
に
於

い
て
状
師
を
指
令
し
な
け
れ
ば
な
ら

臓
。
近
年
此
の
総
務
長
が
我
が

國
に
於
け
る
槍
事

の
如
き
性
質
を
有
す
る
官
吏
に
な
ム

つ
＼
あ

る
と

い
ふ
事
は
意
味
深
き
事
で
あ
ら
う
。

巡
回
裁
判

所
に
於
け
る
起
訴
に
於

い
て
は
、
起
訴
状
は
普
通
巡
回
裁
判

所
書
記

(
c
l
e
r
k
 
o
f
 
a
s
s
i
z
e
s

)
或
は
該
裁
判

所

の
監
督
下
に
行
動
す
る
巡
回
裁
判

官

の
書
記

(
c
l
e
r
k
 
o
f
 
a
 
c
i
r
c
u
i
t
 
 
o
f
f
i
c
e
r

)
に
依

つ
て
準
備
さ
れ

る
慣
例
と
な
つ

て
ゐ
る
o
但
し
長

い
、
複
雑
な
事
件

の
場
合

は
該
裁
判

所
書
記

の
許
可
を
得
た
辯
護
士

に
依

つ
て
作
成

さ
れ

る
。
四

季
裁
判

所

の
事
件
に
於

い
て
は
起
訴
状
は
普
通

四
季
裁
判

所
の
書
記
に
依

つ
て
作
成
さ
れ

る
。
但
し
此
虜

で
も
亦
比

較
的
長

い
、
困
…難
な
事
件

は
辯
護
士

に
依

つ
て
作
成
さ
れ
る
。
若

し
被
告
人
に
前
科
が
あ
れ
ば
其
の
謹
明
書

は
警
察

か
ら
之
を
得
て
公
判
裁
判
所
書
記
に
提
出
さ
れ

る
。
更
に
公
釧
要
領
書
が
準
備
さ
れ
、
状
師
が
公
判

裁
判
所

で
適
當

に
指
令
さ
れ
、
且
援
助
さ
れ
る
。
有
罪
判
決
後
に
あ

つ
て
は
、
費
用
が
課
税

さ
れ
、
手
當
が
謹
人
に
分
配
さ
れ
、
報

酬
が
状
師

に
支
払

は
れ
る
。
凡
て
の
事
件
が
常
に
右
の
如
き
手
続

を
輕
由
す
る
必
要
は
な

い
か
も
知
れ
な

い
。
然
し

之
等
の
手
続

の

一
部

は
必
ず
経
由
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

σの

州

の
小
治
安
裁
判

所
よ
う
公
判
裁
判

所
に
迭
ら
れ

て
來

る
起
訴

の
指
揮
方
法
は
区

々
で
あ
る
。
多
く

の
管
匠
に
於

い
て
は
州
警
察

の
警
察
長

(
c
h
i
e
f
 
c
o
n
s
t
a
b
l
e

)一〇
)
叉
は
州
小
治
安
裁
判

区
警
察

の
警
覗

(
s
u
p
e
r
i
n
t
e
n
d
e
n
t

)

は
警
察
起

訴

の
凡
て
を
処
理

す
る
訟
師
を
任
命
す
る
。

之
等
の
訟
師

は
逮
捕
官
と
協
議

し
、

駿
師

を
雇
ひ
、
且
之
を
監
督
す



る
。
多
く

の
州
に
於

い
て
は
此
の
仕
事
を
普
通
所
謂

「
州
訟
師
」
(
c
o
u
n
t
y
 
s
o
l
i
c
i
t
o
r

)
叉
は

「
警
察
訟
師
」
(
p
o
l
i
c
e

s
o
l
i
c
i
t
o
r

)
と
稽

さ
れ

る

一
人
の
訟
師

の
手
に
集
中
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
増
大
し
つ
＼
あ
る
。
他

の
管
区
に
於

い
て
は

多
分

、其

の
仕
事
は
地
方
辯
護
士

(
l
o
c
a
l
 
s
o
l
i
c
i
t
o
r

)
の
間
に
分
配
さ
れ
る
だ
ら
う
。
州
に
於
け
る
警
察
起
訴

の
取
扱

を

一
人

の
訟
師

の
支
配

の
下
に
置
か
ん
と
す
る
此

の
傾
向
は
、
市
に
於

い
て
既

に
述
べ
た
傾
向
と
其

の
歩
を

一
に
す

る
も
の
と
言

へ
る
で
あ
ら
う
。

事
件
が
市
四
季
裁
判

所

の
公
判

に
附
せ
ら
れ
る
場
合
に
於

い
て
は
、
所
謂

「
ス
「
プ
」
制
が
行
は
れ
て
居

る
様

で

あ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
開
廷
に
際

し
公
判
辯
護
士

は
事
件

の
公
判

準
備
を
な
し
た
起
訴
訟
師
ー
裁
判

所
書
記
で
は

な

い
ー

に
依

つ
て
、
出
來
る
丈
交
替
に
叉
は
交
替
類
似

の
方
法
を
以
つ
て
、
右
裁
判

所
属
の
地
方
辯
護
士

會

の
會

員

の
中
か
ら
選
鐸
さ
れ
る
。
巡
回
裁
判

所
に
於

い
て
は
普
通
右

の
方
法
は
行
は
れ

て
居
な

い
。
然
し
、
辯
護
士

の
選

揮
は
勿
論
巡
回
裁
判

所
所
属
辯
護
士

會

の
會
員

の
間
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。

要
す
る
に
中
央
刑
事
裁
判
所
に
於
て
は
i

開
廷
に
際
し
起
訴
を
代
理
す
る
辯
護
士
の
選
任
な
き
場
合
ー
裁
判

所
書
記
に
依
つ
て
右
裁
判
所
所
属
の
歌
師

の
問
に
公
訴
要
領
書
が
交
替
に
分
配
さ
れ
る
と
い
ふ

「
ス
じ
プ
」
制
の
便

宜
様
式
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。

首
都
区
の
四
季
裁
判
所
に
於

い
て
は
、

之
と
殆
ん
ど
類
似
の
様
式
-

絃
で
は
公
判

要
領
書
は
起
訴
官

(
o
f
f
i
c
i
a
l
 
p
r
o
s
e
c
u
t
i
n
g
 
s
o
l
i
c
i
t
o
r

)

に
依
つ
て
分
配
さ
れ
る
ー

が
行
は
れ
る
。
然
る
に
、

巡
回

英

國
に
於
け

る
刑
事
訴
電

に
就

い
て

(
田
村

)

(
第
玉
巷

第

一
難

八
三
)

二
七



・叢

國
に
於
げ

る
鍵

礁
就

い
そ

喬
由
』村

)

舜購
糞

巻

岨第

瓢
號

れ八
凶

)

一
一《

戯識
鋼
所
に
於

い
て
は

「
ス

蛋
ゾ
」
は
稀

で
あ
る
。

市
鰯
季
裁
判

所

の
多
く
に
於

て
は
1

凡
て
で
は
な

い
が
ー
4

右
制
度
の
多
か
れ
少
な
か
れ
変
更
さ
れ
か
檬
式
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
最
後
に
弗

四
季
裁
判
、所
に
於
け
る
起
訴
に
対
し

て
は
此
制
度
は
殆
ん
ど
用
ひ
ら
れ
な
い
と
い
つ
て
い
、
。

㈲

警
察
起
訴
の
費
用

㈲

公
判
裁
判
所

ば
、

一
九
〇
八
年
の
刑
事
訴
訟
費
用
法
に
依
つ
て
、
起
訴
費
用

を
公
金
か
ら
支
払

は
し
め
る
梅
能
を

與

へ
ら
れ

て
居
る
。
而
し
て
、
こ
の
構
能

は
大
罪

に
の
み
適
用
さ
れ
る
と

い
ふ
事
は
個
人
訴

追

の
項
に
述
べ
禿
如
く

で
あ
る

。
即
ち
、、
、巡

回
識
到
斯
茂

ぴ
四
季
裁
勃
.所

の
判
事
に
依
つ
て
の
み
な
ら
ず
、
治
安
勃
事
、交

は
警
察
裁
判

所
到

事

に
依

つ
て
大
罪
を
略
式

に
取
扱
ふ
場
合
、
叉
は
大
罪

の
豫
備

訊
問

を
開
ぐ
場
合

に
於

い
て
も
亦
適
用
き
れ
得

る
の

で
あ
る
。

大
罪
叉
は
小
罪

の
被
告
入

に
有
罪
を
宣
告
す
る
裁
判

所
は
、
適
當
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
於

て
は
犯
人
に
起
訴
費

⑯

用

の
支
払
を
命
じ
得
る
。
然

し
此
の
方
法
が
適
用
・さ
れ
る
の
は
被
告
人
が
支
沸
ぷ
べ
き
財
…渥
を
持
ち
、
女
ほ
持
つ
と

、思
は
れ
る
商
事
詐
欺
事
件
の
場
合
に
於
て
で
あ
る
。
或
る
例
外

の
場
合
、
即
ち
裁
勃
所
が
被
告
人
9
無
罪
を
宣
告
し

⑰

禿
場
合
に
於
て
は
、
・私

の
起
訴
者
に
訴
訟
費
佃
川
の
支
・彿
を
求

め
蹴得
る
。
豊
ハ
の
圭
な
る
場
合
は
遙
仏起
誹
看
が
湧
固
磧

起

脚訴
を
要
求
し
沁
・場
合

、
誹
殿
文
書
の
登
表

に
繋
し
て
起
訴
が
あ

つ
た
場
合

、
夫
罪
の
起
訴
が
豫
備
訊
悶
…に
於

い
.誓
却



下
さ
れ
、且
悪
意
に
依
る
起

訴
と
認

め
ら
れ
掩
場

合
等
で
あ

る

、

そ
れ
故
に
警
察

に
依

つ
て
開
始
友
び
逡
行
さ
れ

る
大
罪

の
起
訴
費
用
は
凡
て
個

人
叉
は
槍
事
長
に
依

?
て
開
始

さ

れ
る
他

の
起
訴
に
於
け
る
と
全
く
同
様
な
方
法
に
於

い
て
、
判
決

に
際
し
課
税
さ
れ
る
と

い
ふ
事
は
明

で
あ
る
。

略
式
に
取
扱
は
れ
る
大
罪
に
於

い
て
は
、
該
起
訴
捲
任
の
訟
師
叉
は
状
師

は
起
訴
費
用
の
支
払

を
警
察
裁
判

所
到

事
に
求
め
、
到
事

は
之
を
公
金

か
ら
支
払

は
し
め
る

の
で
あ
る
。
若

し
訟
師
叉
は
状
師

の
出
廷
し
な

い
場
合
に
於

い

て
は
、
右
命
令
は
書
記
が
事
件
憺
任
の
警
察
官
及
び
謹
人
と
協
議
し
て
準
備
す
る
。
右

の
起
訴
費
用
は
、
謹
人

の
放

費
日
當
及
び
止
宿
料

、
訟
師

叉
は
状
師

に
対
す

る
報
酬

(
但
し
裁
判

所
が
専
門
家

の
助
力
を
適
當
と
認

め
π
場
合

に

限
る
)
及
び
規
定
に
從

つ
て
契
約
さ
れ
力
他

の
種

々
の
費
用
で
あ
ウ
、
訟
師

叉
は
状
師
が
出
廷
し
な

い
場
合
に
於

い

て
は
、
右

の
費
用
は
、
謹
人

の
費
用
と
警
察
に
依

つ
て
招
か
れ

る
他

の
必
要
な
費
用

の
み
を
含
む
。

若

し
犯
罪
が
略
式
に
取
扱
は
れ
な

い
大
罪
に
し
て
、
且
被
告
人
が
公
判

に
附
さ
れ

る
な
ら
ば
、
略
式
裁
判

所
に
於

い

て
逞
溜
な
く
支
払

は
れ
る
べ
き
唯

一
の
費
用
は

、
豫
備
訊
問
に
於

け
る
謹
人
め
放
費
日
當
及
び
止
宿
料

で
あ

る
。
他

の
費
用
は
」

警
察
に
依
つ
て
招
か
れ
力
訟
師
の
報
酬
及
び
輕
費
の
如
き
1

凡
て
書
記
に
依
つ
て
準
備
さ
れ
、
警

察
裁
勃
所
翻
〃事

、
治
安
鋼
享
に
依

つ
て
…署
名
さ
れ
差
諮
濡
明
書
を
以

つ
て
示
さ
れ

る
。
面
し

て
此
の
謹
明
　書
は
該
剣
箏

の
掛書
記
に
L依
つ
て
公
判

裁
q剣
所
書
寵
に
援
選
き
れ
る

の
4で
・あ
る

。
豫
備
一訊
問
(
豫
…審
し
に
証於
い
て
澄
人
に
分
配
さ
れ

禿

幽央
國

に
於
け
象

訴
邉

に
り就

い
・て

(
田
村

)

・釜

巻

餓
が
.一
嫌
訓

㌧八
』流
)

邑

九



英
國
に
於
け
る
刑
事
訴
追
に
就
い
て

(
田
村
)

(第
五
巷

第
一
號

八
六
)

三
〇

費
用

は
、
後
に
犯
罪

の
行
は
れ
た
州
叉
は
市

の
金
庫
、
即
ち
公
金
か
ら
該
裁
判

所
に
彿
戻

さ
れ

る
。
巡
廻
裁
判

所
、

四
季
裁
判

所
又
は
中
央
刑
事
裁
判

所
に
於
け
る
公
判

の
絡
結
に
際

し
て
は
、
到
事
は
普
通
訴
訟
費
用
を
公
金
か
ら
支

梯
は
し
め
得

る
。
此
の
費
用

は
次
の
も
の
を
含
む
。

1

警
察
裁
判

所

に
於

け
る
適
法
の
輕
費
ー
勿
論
既
に
證
人

に
支
払

は
れ
た
額
を
含

む
。

2

大
陪
審

の
前
及
び
公
判
に
出
頭
す
る
謹
人

の
輕
費
。

3

公
判
を
指
揮
し
た
状
師

に
野
す
る
報
酬
1
ー
額
は
任
意
。

4

事
件
を
準
備
し
且
、
駿
師
を
指
令
し
た
訟
訴
に
対
す

る
手
當
-

之
亦
額
は
任
意
。

5

規

定

に

從

つ

て

契

約

さ

れ

た

諸

種

の

費

用

。

ω
H
o
w
a
r
d
.
 
s
u
p
r
a
,
 
p
p
.
 
1
0
4
-
1
0
5
.
 
P
.
 
1
5
8
.

②
C
r
i
m
i
n
a
l
 
J
u
s
t
i
c
e
 
A
c
t
.
 
1
9
2
5
,
 
 
1
5
&
1
6
 
G
e
o
.
 
V
.
 
c
.
 
8
6
,
 
s
.
 
2
4
.

③

之
等
專
門

の
起
訴
者

は
そ
れ
か
ら
辯
護
士

を
指
令

す
渇
訟
師
を
選
び
得

る
。

然
し
警
察
長
又
は
訟

師
に
非
ざ
れ
ば
法
律
上
辯
護
士

を

指
令
し
得

な

い
。

㈲

前
項

註
五
。

⑤

市
又

は
州

に
於
け

る
小
治
安
裁
判
所
附
腐
書
記

に
任

命
せ
ら
れ
得

る
者

は

一
八
七
七
年

の
裁
判
所
書
記
法

(
J
u
s
t
i
c
e
s
'
 
C
l
e
r
k
s
 
A
c
t
,
 
1
8
7
7
,

4
0
 
&
 
4
1
 
V
i
c
t
.
 
c
.
 
4
3
.
 
s
.
7
.

)

に
依

つ
て
次

の
者

に
限
ら
れ
る
。

少
く
と
も
十
四
年

の
経
験
を
有

す

る

歌
師
或

は
最
高
裁
判

所
附
風

の
訟

師
又

は
少
く

と
も
七
年
間
書
記
と
し

て
有
給
瞥
察
裁
判

所
判
事
、
首
都
区
警
察
裁
判

所
、
倫
敦
市
警
察
裁
判

所

に
奉
職
せ

る
も

の
、

其
他
、
管
轄
四
季



裁

判
所

の
治
安
判
事
が
特
別

の
事
情

の
存
在
す

る
場
合

に
は
上
述

の
質
格

を
具
備
し

て
ゐ
な
く
と
も

或

警
察
裁
判
所
に
十
四
年
間
書

記
又
は
書
記

補

と
し
て
勤
続

せ

る
者
を
書

記
と
し

て
新

に
任
命
す

る
こ
と
が
出
來

る
。

然
し
實
際
に
於

て
は
大
多
数

の
書
記
は
駅
師
又
は
訟

師
、
而
し
て
普
通

訟

師
で
あ

る
。

首
都
区

は
倫
敦
州

の
全
部

と
も
又

中
央
刑
事
裁
判

所

の
管
轄
区
域

と
も

一
致
し
な

い
。

即
ち
倫
敦
奮
市

を
除

い
た
大
倫

敦
州

の
全
部
と
、
。
冨
西

ロ
αq
g
o
器

か
ら
十

五
哩
半
経
内
に
あ

る
部
分

州

の
全

諸
州

の

一
部

を
含

む
)

を
支
配
し

て
ゐ

る
。
全
領
域

は
二
十

三
の
地
方

又
は
区
に
分
た
れ
、
各

区

は
警
観
を
主
任
と
す

る
警
察
署
を
持

っ
。

等

の
各

都
市

に
於
け

る

皆
ハ際
皿上

の

取
扱
に
就

い
て
は

等

の
略
式
裁
判

所

に
於
け

る
警
察
起

訴

の
實
際
上

の
慣
例

に
就

い
て
は

公
剣
裁
判
所

へ
の
警
察
起
訴

の
取
扱

に
關

す
る
少
数

の
重
要
な
都
市

例

へ
ば

英
國

に
於
け

る
刑
事
訴
追
に
就

い
て

(
田
村

)

(
第
五
巻

第

一
號

八
七
)

二
=

Justices' C
lerk A

ct ,1877, 40 &
 41 V

ict. c. 43, ss  5-7.  ; C
rim

inal Justice A
dm

inistration A
ct, 1914, 4 &

 5 G
eo. V

.

c. 58, s 34.

(M
etropolitan Police D
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(city of L
ondon)

'charging doss
(m

iddlesex
L

ondon

E
ssex, K
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ertford

L
iverpool, N

ew
castle-upon-T

yne, B
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H

ow
ard,

supra, pp. 180-182.

W
ebb v. C

atchlove (1889), 50 J. p. 795, 82 L
. T

. N
. 103.

Plym
outh, O

ldham
, Salford, M
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H
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H
ow
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M
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M
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, L
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T
yne, B

ristol, Sheffield, B
righton, Salford, D

erby, O
ldham

, Southam
pton, B

irkenhead, O
xford. Portsm

outh,



莱
國
に
於
け
,る
刑
事

訴
追

に
就
日い
て

(
田
村

》

(
第
五
.巻

第
二
.騨

八
八
》

三
二

　
等

に
於
け

る
慣
例

の
相
違
に
就
『い
て
は
日
穿

畳

窪
鷺

9
セ
ヨ

8
蕊

駒

⑯

前
節
註
円　　

　
(
三
)

職
槽
訴
追

(
　

)

職
梅
訴
追
の
責
任
を
直
接
に
負
は
さ
れ

て
居

る
官
吏
が
槍
事
長

(
　

)
で
あ
る
。

元
來
、
此

の
官
吏
の
制
度

は
、
大
藏
省
附
訟
師

(
　

)
の
職
務
が
漸
次
籏
大
さ
れ

る
に
つ
れ

ω

非
公
式
に
発
達

せ
る
限
定
さ
れ
た
政
府
起
訴

の
制
度
を
是
認
し
た
も
の
に
過
ぎ
な

い
。
從

つ
て
、
次
に
述
べ
る
腱
に

依

つ
て
も
明
な
る
如
く
、
他

の
多
く

の
國
に
採
用

せ
ら
れ
る
種
類

の
起
訴
官

(
槍
事
)
と
は
其

の
趣
を
異

に
し
、
其

の
権
限
の
範
囲

が
明
確
に
限
定
さ
れ
て
居

る
の
で
あ
る
。
然
し
、
検
事
長

は
如
何
な
る
意
味
に
於

い
て
も
決
し
て
警

察
官

で
は
な

い
。
槍
事
長
が
起
訴
を
開
始
し
、
叉
は
引
受
け
た
時
は
、
彼

の
仕
事
は
概
し
て
我
國
の
槍
事
に
依

つ
て

果
さ
れ
る
庭

の
も
の
と
非
常
に
よ
く
似
て
ゐ
る
。
事
實
、
彼
は
警
察
に
助
言
㍗
助
力
し
.
且
屡

々
警
察

の
捜
査
を
指

揮

す
る
。
然

し
、
犯
罪
捜
査
、
及
び
犯
人
機
見

の
役
は
凡

て
之
を
警
察
に
委
ね
て
ゐ
る
。

①

槍
・
事

局

 M
iddlesbrough, N

ogttingham
.

H
ow

ard, supra,, pp. 204-209;

8 E
dw

. V
II. c. 15, s. 1.

8 E
dw

, V
II. c. 15, s.6(1); Sum

m
ary Jurisdiction A

ct. 1848, 11 &
 12 V

ict. c. 43, s. 18.

8 E
dw

, V
11, c. 15, s. 6 (2) (3).

(Public Prosecution)

(D
irector of Public prosecution)

(Solicitor to the T
reasury)



槍
事
長

の
事
務
を
執
行
す
る
官
庁

は
槍
事
局
に
し
て
倫
敦
に
置
か
れ

て
あ

る
。
現
在
、
槍
事
長

の
職
業
上

の
幕
僚

(
s
t
a
f
f

)
に
は
、
二
人

の
副
槍
事
長
、
十
三
人
の
補
助
者

(
共

の
中
三
人
は
書
記
長
、
五
人
は
副
書
記
長
、
五
人
は
職

業
上

の
書
記
と
し
て
類
別
さ
れ
る
)
が
居
る
。
凡
て
は
訟
師

叉
は
状
師

で
あ
る
。
此
の
以
外
に
、
尚
書
記
、
速
記
者

タ
イ
ピ

ス
ト
、
使
丁
等
を
含

む

一
つ
の
小
部
門
が
あ

る
(
共

の
全
員
は
現
在
約
四
十
五
名
)
。

②

一
九
〇
八
年

の
犯
罪
訴
追
法
は
、
槍
事
長

は
十
年
以
上
在
職

の
歌
師
又
は
訟
師
た
る
べ
き
事
、

副
槍
事
長

は

七

③

年
以
上
在
職

の
状
師
叉
は
訟
師

た
る
べ
き
事
を
規
定
し
、
且
共

の
任
命
椹

を
内
務
大
臣

(
H
o
m
e
 
S
e
c
r
e
t
a
r
y

)
に
與

④

へ
、
其

の

一
般
的
監
督
椹
を
槍
事
総
長

(
A
t
t
o
r
n
e
y
-
G
e
n
e
r
a
l

)
に
委
ね
た
の
で
あ

る
。

②

槍
事
長
の
権
限

の
範
囲

次
に
槍
事
長

の
主
な
権
限
と
機
能
、
及
び
槍
事
局

の
實
際
上
の
指
揮

の
考
察
に
注
意
を
轄
し
や
う
。
槍
事
局
が
猫

立

の
行
政
組
織
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
は

一
九
〇
八
年

の
犯
罪
訴
追
法
に
依

つ
て
団
あ
る
。
然

し
槍
事
長

は
之
よ
う

嚢
既
に

一
八
七
九
年

の
法
律
に
於

い
て
政
府
起
訴

の
指
揮
を
委
ね
ら
れ

て
ゐ
た
の
で
、
こ
の

一
九
〇
八
年
の
法
律
に

依

つ
て
惹
起
さ
れ
た
…
変
化は
、
性
質
に
於

い
て
純
粋
に
行
政
的

の
も

の
で
あ

つ
た
。
從

つ
て
、
槍
事
長

の
権
限
に
關

し
て
は

一
八
七
九
年

の
法
律

の
下
に

一
八
八
六
年

一
月
二
五
日
に
作
成
さ
れ
た
成
文
命
令
は
今
尚
有
効

で
あ

る
。
此

の
取
締
規
則
は
次
の
事
件
を
起
訴
す
る
こ
と
が
槍
事
長

の
義
務
な
る
旨
を
規
定
し
て
ゐ
る
。

英
國
に
於
け
る
刑
事
訴
旭
に
就
い
て

(田
村
)

(第
五
巻

第
一
號

八
九
)

三
三



英
國
に
於
け
る
刑
事
訴
追
に
就
い
て

(
田
村
)

(第
五
巻

第
一
號

九
〇
)

三
四

1

死
刑

に
慮
す
べ
き
犯
罪
(
例

へ
ば
謀
殺

.
故
殺
、
m
u
r
d
e
r
、
大
逆
t
r
e
a
s
o
n

、
海
上
掠
奪
p
i
r
a
c
y

団

等
。
事
實

上
、
謀
殺
の
有
罪
を
除

い
て
は
滅
多
に
死
刑

は
科
せ
ら
れ
な

い
け
れ
ど
も
)
。

2

犯
罪
が
從
來
大
藏
省
附
訟
師
に
依

つ
て
起
訴

さ
れ
て
ゐ
た
種
類
の
も
の
で
あ
る
場
合

(
例

へ
ば
通
貨
偽
造

及

び
或

る
他

の
公
の
犯
罪
)
。

3

特
に
槍
事
総
長

叉
は
内
務
大
臣
に
依

つ
て
起
訴

を
命
ぜ
ら
れ
る
場
合

。

4

犯
罪
叉
は
犯
罪
行
爲

の
事
情
が
公
益

上
起
訴

を
必
要
と
す

る
も
の
で
あ
ム
、
且
事
件

の
困
難
叉
は
他

の
事
情

の
故
に
、
犯
罪
者
の
適
當
な
起
訴
を
確
保

せ
ん
が
爲

に
槍
事
長

の
活
動
を
必
要
と
す
る
場
合

。

此

の
最
後

の
項
目
の
下
に
、
槍
事
長

は
事
件

の
事
情
が
何
等
か

の
理
由

で
槍
事
局
の
干
渉
を
要
求
す
る
場
合
に
は

如
何
な

る
犯
罪
ー

大
罪
叉
は
小
罪
ー
ー

の
起
訴
を
も
引
受
け
る
椹
能
を
與

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
實
際
慣
例
に

於

い
て
は
、内
務
省
叉
は
他

の
政
府
省
に
依

つ
て
彼

は
屡

々
事
件

へ
の
注
意
を
促
さ
れ
る
。
然
し
他

の
行
政
官
、槍
事

総
長
に
依
つ
て
さ

へ
、
彼

に
與

へ
ら
れ
た
此
の
廣

い
裁
量
権

の
實
行
に
關
し
て
は
何
等
の
干
渉
も
試
み
ら
れ
な

い
。

術

一
八
八
六
年

の
規
定
以
外
に
も
槍
事
長
の
権
限

を
規
定
し
た
法
規
が
幾
ら
か
あ
る
。
即
ち
、

一
八
八
三
年

の
破

⑤

産
法
、

一
八
九

一
年

の
商
標
法
、

一
九
〇
八
年

の
近
親
相
姦
腱
罰
法
等
が
そ
れ
で
あ
る
。

③

槍
事
長

に
依
る
起
訴
事
件



右
に
述
べ
た
諸
種
の
法
規
に
基
き
、
槍
事
長
に
依

つ
て
起
訴

さ
れ

る
犯
罪
の
最
も
普
通
の
型

は
次
の
如
き
も

の
で

あ

る
。

-

謀
殺

・
故
殺

2

通
貨

の
偽
造

墾
造

3

詐
欺
破
産

4
選
挙

法
違
反

5

致
死

.
過
失
殺
及
び
謀
殺

・
故
殺

の
未
途

6
危
険

藥
品
及
び
麻
酔
捌

V叉

は
狸
褻

の
本

・
カ

}
ド

・寓

眞

の
頒
布

及
び
販
責
。

7

政
府
省

・
局
に
起
る
最
も
多
く
の
事
件
i

書
記
及
び
他

の
使
用
人
に
依

つ
て
行
は
れ

る
窃
盗

(
　

)
の

如

き
。

8

比
較
的
重

大
な
型
の
性
的
犯
罪
ー

特

に
近
親
相
姦
(
旨
O
O鴇
)
及
び
婦
女
子
に
対
す

る
狸
褻
行
爲

9

重
要
な
僑
謹

-o

困
難
な
重
婚

(
℃
。
普

蔓
)

(
σ
一σq
帥
ヨ

団
)

の
或

る
も

の
。

の
或

る
も

の
。

英

國
に
於
け

る
刑
事
訴
追

に
就

い
て

(
田
村
)

(
第
五
巻

第

一
號

九

一
)

三
五

 (m
urder)(offense against the coinage)

(fraudulent bankruptcy)

(offense against the election law
)

(m
anslaughter and attem

pt to com
m

it m
urder)

(dangerous drug and narcotic)
(pornographic

book, card and photograph)

(theft)

incest.
(indecent

assault) °

(perjury)

(bigam
y)



英
國

に
於
け
る
刑
事
訴
追

に
就

い
て

(
田
村

)

(
第

五
巻

第

一
號

九

二
)

三
六

11

悪
性
な
脅
迫

(
a
s
s
a
u
l
t

)
の
或

る
も
の
i

特

に
短
銃

の
使
用

さ
た
る
場
合

。

12

押
入

(
B
u
r
g
l
a
r
y

)
.
強
盗

(
r
o
b
b
e
r
y

)
-

特
に
事
情

の
異
常
な
場
合

。

招

欺
岡
手
段
に
依
う
金
銭
若
く
は
商
品
を
得
ん
と
す

る
所
謂

「
重
大
な
」

(
h
e
a
v
i
e
r

)

事
件
多
く
、
叉
は
商
事

詐
欺
若
く
は
會
社
詐
欺
事
件
の
或
る
種
類
i

被
害
者
若
く
は
被
害
者
達
が
法
律
家
を
雇
ひ
得
な

い
場
合
、
叉

は
行
は
れ
た
詐
欺

の
組
織
的
若
く
は
異
常
な
性
質
、
若
く

は
欺
か
れ
た
人

の
藪
の
故
に
公
益

上
起
訴
を
必
要
と

す
る
場
合
。

14

地
方
官
庁

の
公
金
取
扱
關
保
者
に
よ
る
犯
罪
。

例

へ
ば

一
九

二
七
年
に
槍
事
長
に
依

つ
て
起
訴
さ
れ
た
事
件

の
藪
を
墨
げ
れ
ば
次

の
如
く

で
あ

る
。

謀
殺

・
故
殺
七
八
件
、
謀
殺

・故
殺
の
未
遽
二
三
件

、
致
死

・
過
失
殺
二
〇
件
、
通
貨

の
…偽
造
変

造

三
九
件
、
破
産
詐

欺

二
〇
件
、
性
的
犯
罪

一
三
九
件
ー

其
中
近
親
相
姦
七
五
件
、
鶴
謹
二
四
件
、
商
品
詐
欺
八
八
件

、
代
理
人
に
依

る
詐
欺

一
四
件
、
其
他

の
詐
欺

一
七
件
、
横
領
七
件
、
荷
同
年
槍
事
局
に
依
つ
て
開
始
途
行
さ
れ
た
事
件

は
凡
て

里

⑥

六
四
三
件

で
あ

つ
た
。

槍
事
長

の
も
と
に
迭
ら
れ
る
事
件
は
、
警
察
、
政
府
省

、
個
人
訴
願
者

の
三
方
面
か
ら

で
あ

る
。
警
察
及
び
政
府

省
よ
り
の
申
請

は
普
逓
公
の
機
關
を
遽
じ

て
來
る
。
内
務
省
は
普
通
、
危
険

藥
品

・
麻
酢
剤

の
販
責
及
び
狼
褻
書
霞

の
領
布

販
責
関
係

の
事
件
に
し
て
槍
事
長

の
下
に
途
ら
れ
る
も
の
、

及
び
鑛
山

法

・
工
場

法
下
の
起
訴
手
続

及
び



逃
亡
犯
人
引
渡
事
件

に
於
け
る
凡
て
の
起
訴
手
続

に
対
し

責
任
が
あ
る
。
他

の
政
府
省
の
中
、
検
事
長
に
事
件
を
引

渡
す
も
の
に
は
、
陸
軍
省
(
W
a
r
 
O
f
f
i
c
e
)

海
軍
省

(
A
d
o
m
i
l
a
l
i
t
y

)
.
航
室
省

(
A
i
r
 
M
i
n
i
t
s
t
r
y

)
・
商
務
院

(
B
o
a
r
d

o
f
 
T
r
a
d
e

)
・
大
藏
省
俸
給
賃
金
支
払

絡
監
部

(
P
a
y
m
a
s
t
e
r
-
G
e
n
e
r
a
l
'
s
 
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t

)
・
労
働
省

(
M
i
n
i
s
t
r
y
 
o
f

L
a
b
o
r

)
・
農
務
省

(
M
i
n
i
s
t
r
y
 
o
f
 
A
g
r
i
c
u
l
t
u
r
e

)
及
び
水
産
省

(
M
i
n
i
s
t
r
y
 
o
f
 
F
i
s
h
e
r
y

)
等
が
あ
る
。

然
し
な
が
ら
郵
便
局

(
P
o
s
t
 
O
f
f
i
c
e

)
関
係

の
起
訴
は
殆
ん
ど
郵
便
局
附
訟
師
に
依

つ
て
指
揮

さ
れ
、

術
比
較
的

⑦

重
要

で
な

い
可
成
う
多
歎

の
訴
訟
手
続

が
若

干
の
政
府
省

・局
及
び
市

.州
に
依

つ
て
開
始
さ
れ

て
ゐ
る
。

個
人
の
訴
願
者
に
依
る
申
請
は
、
自
ら
か
叉
は
書
状
を
以

つ
て
な
さ
れ
、
時
に
は
被
害
者

の
訟
師
に
依

つ
て
事
件

に
対
す

る
槍
事
長

の
注
意
を
促
す
。
勿
論
、
槍
事
長
が
起
訴
を
開
始
し
、
叉
は
引
受
け
る
や
否
や
を
決
定
す
る
に
は

多
く

の
種

々
の
要
素
を
考
慮
に
入
れ

る
。
其

の
主
な
る
標
準
は
、
起
訴
が
公
の
利
益

を
保
護
す
る
上
に
、
及
び
犯
罪

そ
の
も
の
＼
性

質

若

く

は

周
園

の
事
情
の
故
に

叉
は
被
害
者
が
自
己
の
爲
に
法
律
を
運
用

す
る
事
を
欲
せ
ず
若

く

は
其

の
能
力
な
き
故
に
生
ず
る
擬
律

の
錯
誤

(
m
i
s
c
a
r
r
i
a
g
e
 
o
f
 
j
u
s
t
i
c
e

)

を
防
ぐ
上
に
必
要
な
う
や
否
や
と

い

ぶ
事
に
あ
る
。
從

つ
て
、

考
慮
に
入
れ
る
重
要
な
事
實

は
、

該
事
件

の
性
質

で
あ
る
事
も
あ
れ
ば
、
被
害
者

の
歎

更
に
訴
願
者

の
財
政
状
態

で
あ
る
事
も
あ
る
。
故
に
、
た
と

へ
犯
罪
が
重
大
で
あ
つ
て
も
必
ず
し
も
其

の
起
訴
を
國

家
が
引
受
け
る
と
は
限
ら
な

い
。
例

へ
ば
、
槍
事
長
は
普
通

の
事
情

の
下
に
於

い
て
は
、
銀
行
、
鐵
道
叉
は
裕
輻
な

英
國
に
於
け
る
刑
事
訴
追
に
就
い
て

(
田
村
)

(第
五
巻

第
一
號

九
三
)

三
七



英
國
に
於
け
る
荊
事
訴
追
に
就
い
て

(田
村
)

(第
五
巻

、第
一
號

九
四
)

三
八

商
家

に
於

い
て
行

は
れ

る
詐
欺
事
件

を
起

訴

し
な

い
。

こ
＼
で
は
訴
願

者

は
自

分

の
法
律

家

を

雇

ひ
、
自
ら

私

の
起

訴
を
途
行
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
普
癒
の
窃
盗
罪
!

特
に
商
事
會
社
の
雇
傭
者
に
依
る
窃
盗
を
含
む
ー

の
起
訴

は
、
訴
願
者
自
ら
叉
は
警
察
に
任
さ
れ

る
、
普
通
の
暴
行
罪
さ

へ
取
扱
は
大
抵
警
察
に
任
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

㈱

槍
事
長
起
訴
の
指
揮

槍
事
長
が
刑
事
訴
訟
手
続

を
開
始
せ
ん
と
す
る
場
合

、
第

一
の
段
階
は
警
察
に
対
し

、
警
察
裁
判

所

の
將

來
の
開

廷

へ
被
告
の
出
頭
を
命
ず
る
召
喚
状

を
要
求
す
る
か
、
又
は
警
察
に
依

つ
て
執
行
さ
れ
る
逮
捕
状
を
請
求
す
る
か
に

あ
る
。
然
し
、
警
察
が
槍
事
長

の
注
意
を
促
す
多
く

の
事
件
に
於

い
て
は
、
被
告

は
既
に
警
察
に
依
つ
て
逮
捕
さ
れ

て
居

る
か
、
叉
は
正
に
逮
捕
さ
れ
ん
と
し
て
居
る
と

い
ふ
事
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

槍
事
長

は
其

の
事
務
を
途
行
す
る
に
當
う
、
倫
敦
叉
は
其

の
附
近
に
於
て
は
自

己
の
幕
僚
に
依
う
援
助
さ
れ
、
倫

敦
か
ら
可
成
り
の
距
離
に
あ

る
地
方
の
事
件

に
於

い
て
は
、
普
通
、
刑
事
手
続

に
輕
験
あ

る
地
方
訟
師
が
槍
事
長
代
理

と
し
て
雇
は
れ
、

比
較
的
大
き
な
都
市

(
b
o
r
o
u
g
h

)

に
於

い
て
は
普
通
其

の
市
の
起
訴
訟
師

に
よ

つ
て
代
理
さ
れ

る
o之

等
槍
事
長
代
理
は
、
證
據

が
適
當

の
形
式
に
於

い
て
警
察
裁
判

所
到
事

の
下
に
提
出
さ
れ
る
時
迄
屡

々
審
理
の

延
期
を
要
求
す
る
。

一
般
的
に

い
へ
ば
、
若
し
事
件
が
少
し
で
も
重
要

で
あ

る
な
ら
ば
、

一
週
聞
延
期
さ
れ
る
。
そ



し

て
共
の
問
被
告
は
留
置

さ
れ

る
か
、
叉
は
保
釈

を
許
さ
れ

る
か
す
る
。
警
察
裁
判

所
到
事
が
保
釈

を
許
す
や
否
や

は
事
件

の
性
質
と
其
の
事
情
に
依
鑛
す
る
。
警
察
官
叉
は
槍
事
長
代
理
は
、普
通

、
保
釈
に
対
し

賛
否
の
意
見
を
徴
さ

れ

る
。
地
方
の
事
件

に
於

い
て
は
、
槍
事
長
代
理
は
槍
事
局
か
ら

の

一
般
的
指
令
の
下
に
行
動
し
な
が
ら
、
捜
査

の

初
期
に
於

い
て
警
察
に
助
言
、
助
力
し
、
豫
備
訊
問
に
於

い
て
は
事
件

の
起
訴
を
指
揮
す
る
。

首
都
匿
に
於
け
る
起
訴
に
付

い
て
は
、
警
察
と
共
同
し
て
謹
族
を
蒐
集

し
π
槍
事
長
幕
僚

は
、
慣
例
と
し
て
豫
備

訊
問
に
事
實
を
提
出
し
、
且
被
告
人

の
公
判

迭
附
を
確
保
す
る
事
に
な

つ
て
ゐ
る
。
然
し
比
較
的
重
要
な
起
訴

の
或
る

も
の
に
於

い
て
は
、
槍
事
長
は
中
央
刑
事
裁
判

所
に
於
け
る
公
判

の
起
訴
を
指
揮
す
る
爲
、検
事
総
長

に
依

つ
て
任
命

さ
れ
た
常
任
公
判
辯
護
士

の

一
人
を
し
て
、
警
察
裁
判

所
到
事

の
許
に
證
據

の
提
出
を
命
ず

る
事
が
あ

る
。
彼

は
槍

事
局
に
於

い
て
準
備
さ
れ
た
公
判

要
領
書
を
使
用
し
、
且
審
問

に
際
し
該
事
件

の
準
備
を
捲
當
し
た
槍
事
長
幕
僚
に

依
つ
て
援
助
さ
れ

る
。

比
較
的
長

い
復
雑
な
事
件

の
審
問
は
、

圭
要
な
證
據

が
凡
て
提
出
さ
れ

る
爲
に
屡
々
延
期

さ
れ
る
。
謎
櫨

の
提
出
に
績

い
て
警
・察
裁
判
所
到
事
は
被
告
を
放
菟
す
る
か
、
叉
は
管
轄
上
級
裁
判

所

の
公
判

に
附

す
る
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
公
判

に
附
さ
れ

る
事
件
は
其

の
管
轄
に
從

つ
て
、
中
央
刑
事
裁
判

所
、
四

季
裁
判

所

の
何
れ
か
に
於

い
て
裁
判

さ
れ
る
事
に
な
る
。
公
判
裁
判

所
が
判
決

を
下
し
π
な
ら
ば
、
警
察
裁
判

所
到

事
は

一
時
被
告
を
牧
監
す
る
か
、
或

は
保
釈

を
許
す
か
す

る
。
之
等

の
種
々
の
義
務
を
履
行
す
る
に
際
し
、
槍
事
長

英
國
に
於
け
る
刑
事
訴
追
に
就
い
て

(田
村
)

(第
五
巷

第
一
號

九
五
)

三
九



英
國
に
於
け
る
刑
事
訴
追
に
就
い
て

(
田
村
)

(第
五
巻

第
一
號

九
六
)

四
〇

代
理
は
、
依
頼
人
の
利
益

の
爲
に
個
人
訴
追
を
逡
行
す

る
訟
師
と
全
く
同
様
な
仕
事
を
な
し
つ
＼
あ
る
。

次
に
中
央
刑
事
裁
判

所
に
於
け
る
公
判

に
附
さ
れ
た
公

の
起
訴
に
關
す
る
訴
訟
手
綾
を
考
察

し
や
う
。
と

い
ふ

の

は
、
こ
＼
で
は
毎
年
槍
事
長

の
扱
ふ
事
件

の
可
成
う
の
歎
ー

多
分

二
分

の

一
ー

が
取
扱
は
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

最
近

は
中
央
刑
事
裁
判

所
に
於
け
る
公

の
起
訴

の
公
判

に
槍
事
長
を
代
理
す
る
爲
、
六
人
の
常
任
辮
講
士
(
s
e
n
i
o
r

j
u
n
i
o
r

各
三
人

)
を
任
命
す
る
事
が
槍
事
総
長

の
慣
習
と
な

つ
て
ゐ
る
。
然
し
、
特

に
重

大
な
事
件
に
於

い
て
は
、

國
王
の
法
務
官

(
槍
事
総
長
及
び
副
槍
事
総
長

)
の

一
人
は
自
登
的
に
、
或

は
槍
事
長

の
依
頼

に
依
つ
て
起
訴
を
指

揮
し
得
る
。
公
判

に
際

し
て
は
法
務
官

は
右
の
常
任
辯
護
士

の

一
人
叉
は
二
人
に
依

つ
て
援
助
さ
れ
る
。
之
等
の
辮

護

士
に
は
所
謂
j
u
n
i
o
r
 
b
a
r
r
i
s
t
e
r

の
み
を
任
命
す
る
の
が
慣
例

で
あ
る
が
、

普
通
、
刑
事
事
務
に
長

い
輕
験
を
有

す
る
人

々
で
あ
る
。
彼
等
は
事
件
毎
に
報
酬
を
受
け
る
以
外
固
定
給
を
受
け
な

い
。
尚
彼
等
は
私
の
法
律
事
務
を
執

る
自
由
を
有
す
る
が
故
に
時

々
は
私
の
起
訴
者
叉
は
被
告
人

の
爲
同
じ
裁
判

所
に
出
頭
し
得

る
。
然

し
事
實
に
於

て

政
府

の
法
律
事
務
に
忙
殺
さ
れ
る
。
槍
事
長
は
起
訴
状
を
準
備
す
る
以
外
は
、
大
陪
審

の
許
に
於
け
る
訴
訟
手
続

に

關
與
す
る
義
務
を
有
し
な

い
。
の
み
な
ら
ず
、
希
望
に
依

つ
て
は
此

の
仕
事
を
さ

へ
裁
判
所
書
記
に
委
任
し
得
る
。

從

つ
て
起
訴
状

の
或

る
も
の
は
槍
事
長
に
依
つ
て
作
成
さ
れ
、

他

の
も
の
は

書
記
に
依

つ
て
準
備

さ
れ
る
。

警
察

は
開
廷
に
際
し
、
大
陪
審
が
證
人

を
訊
問
せ
ん
と
欲
す
る
場
合
、
直
ち
に
之
を
可
能
な
ら
し
め
る
様
常
に
謹
人
と
接



鯛

を
保
た
ね
ば
な
ら
な

い
。
然
し
多
く

の
例
に
於

い
て
は
、
大
陪
審

は
軍

に
警
察
裁
判

所
に
於

い
て
聴
取
さ
れ
π
供

述
書
を
讃
み
、
且
逮
捕
官
叉
は
該
事
件
憺
任

の
探
偵

の
謹
言
を
聞
く

の
み
で
あ
る
。

被
告
人
が
公
判

に
附

せ
ら
れ
る
と
、
槍
事
長
幕
僚
は
辯
護
士

を
使
用

す
る
爲
め
公
判

要
領
書

(
起
訴
歌

の
寓
し
、

事
實

の
概
略
、
謹
人

の
名
簿
、
謹
人
の
謹
言
よ
う
成

る
)
を
準
備
す
る
。
警
察
報
告
書

(
凡
て
の
謹
援
書
類

の
爲
し

と
前
科
を
示
す
被
告
人

の
詳
し

い
経
歴
を
含
む
)も
亦
辯
護
士

に
與

へ
ら
れ
る
。
重
大
な
事
件

に
於

い
て
は
、
公
判

要

領
書

は
護
辮
士
を
し
て
適
當
な
準
備
を
な
さ
し
め
る
爲
、
裁
判
所

の
開
廷

一
週
間
前
に
與

へ
ら
れ
る
。
複
雑

且
重
大

な
事
件
に
於

い
て
は
二
人
(
時
に
は
三
人
)
の
辯
護
士

が
槍
事
長
に
依
つ
て
指
定
さ
れ
る
。
比
較
的
短

い
簡
単
な
事
件

叉
は
被
告
が
服
罪
す
る
で
あ
ら
う
と
豫
想
さ
れ
る
事
件

に
於

い
て
は
、
π

里
一
人

の
辯
護
士

の
み
が
指
定
さ
れ

る
。

中
央
刑
事
裁
判

所
に
於

い
て
裁
判

が
開
始

さ
れ

る
時
は
、
公
判
豫
定
表
に
於
け
る
短

い
事
件
及
び
被
告
が
服
罪
す

る
と
豫
期
さ
れ

る

事
件
が
最
初
に
取
上
げ
ら
れ
る
。

長

い
重
要
な
事
件

は

藪
日
間
或

ひ
は
多
分

一
週
間
延
期
さ
れ

る
。
公
の
起
訴
に
於

い
て
被
告
が
服
罪
す
る
と
き
は
、
槍
事
長
を
代
理
す
る
辯
護
士

は
慣
例
と
し
て
、
先
づ
公
開

の

法
廷
に
於

い
て
事
實

の
簡
単

な
陳
述
を
な
し
、
家
に
裁
判

所
を
し
て
よ
う
適
當
な
裁
判

を
宣
告
さ
せ
る
爲

に
、
希
望

に
依

つ
て
は
警
察
官

(
時
に
は
他

の
謹
人
)
を
謹
言
の
爲
謹
人
席
に
呼
ぶ
。
被
告
人
が
若

し
陪
審
を
選
び
、
且
延
期

が
認

め
ら
れ
な
か

つ
π
な
ら
ば
、
事
件

は
公
剣
豫
定
表
に
達
し
控
時
に
裁
判

さ
れ

る
。
然

し
、
普
通
数

日
間
の
延
期

英
國

に
於
け

る
刑
事
訴
追

に
就

い
て

(
田
村

)

(
第
五
巻

第

一
號

九

七
)

四

一



英
國

に
於
け
る
刑
事
訴
追

に
槻

い
て

ハ
由
村

)

(
第

五
巷

第

一
號

九
八
)

四

二

が
許
さ
れ

る
。

申
央
刑
事
裁
判

所
に
於

い
て
は
、
開
廷
毎
に
取
扱
は
れ

る
事
件
が
、
李
均
九
十
乃
至
百
あ
る
。
而
し
て
共

の
約
三

割
が
槍
事
長
に
依

つ
て
指
揮
さ
れ

つ
＼
あ
る
が
、
次
回
裁
判

期
迄
持
越

さ
れ

る
事
件
が
二

つ
以
上
に
及
ぶ
事
は
稀

で

あ
る
。

中
央
刑
事
裁
判

所
に
於
け
る
起
訴
以
外
に
、
巡
回
裁
判

所
に
於

い
て
取
扱
は
れ
る
事
件

に
し
て
槍
事
長
に
依

つ
て

引
受
け
ら
れ
る
も
の
が
可
成
ム
あ
る
。
之
等
の
裁
判

所
に
於

い
て
、
事
件

の
公
判
準
備
を
な
し
、
且
辯
護
士

を
指
令

す
る
場
合

の
訴
訟
手
続

は
、
中
央
刑
事
裁
判

所
に
關
し
、
右
に
概
読
し
た
竜
の
と
全
く
同
様
で
あ
る
。
只
、
槍
事
総

長
が
各
事
件
を
指
揮
す
る
特
別
辯
護
士

を
巡
回
に
際
し
任
命
す
る
と

い
ふ
黙
が
異

る
の
み
で
あ
る
。
之
等
の
辯
護
士

は
裁
判

所

の
開
廷
約

一
週
間
前
に
公
判

要
領
書
を
與

へ
ら
れ
、
そ
し
て
事
件
の
指
揮
に
當

る
。

公
の
起
訴

の
極
く
少
歎
が
四
季
裁
判

所
に
於

い
て
裁
判

さ
れ
る
。

そ
れ
は
、
此
の
裁
判

所
は
概
し
て
警
察
、
又
は

私
人

の
起
訴
に
依
る
比
較
的
重
大

で
な

い
、
且

ゐ
掟
う
型
の
犯
罪
を
審
到
す
る
か
ら
で
あ
る
。

倫
敦
及
び

ミ
ッ
ド
〃

セ
。
ク
ス
州

の
爲
に
開
か
れ
る
四
季
裁
判
所
に
於

い
て
は
、

一
人

の
常

任
辯
護
士

が
槍
事
総
長
に
依

つ
て
槍
事
長
代

理
を
命
ぜ
ら
れ
る
が
、
他

の
四
季
裁
判

所

に
於

い
て
は
.
特

別
の
辯
護
士

が
事
件
毎
に
任
命

さ
れ
る
の
で
あ

る
。

働

槍
事
長
起
訴

の
費
用



一
九
〇
八
年

の
犯
罪
訴
追
法
は
、
公

の
起
訴
に
於
け
る
輕
費

の
支
払

に
付

い
て
は
其

の
方
法
及
び
範
囲

に
於

い
て

個
人
起
訴

の
場
合
と
大
膿
同
様
な
旨
を
規
定

し
て
居
都
。
そ
れ
故
に
、
略
式
に
取
扱
は
れ
る
大
罪
の
起
訴
を
指
揮
す

る
槍
事
長
代
理
は
、
私

の
起
訴
を
指
揮
す
る
他

の
訟
師

と
同
様
に
、
適
當

の
起
訴
費
用
を
公
金
か
ら
支
携
は
し
め
る

命
令
を
裁
判
所

に
求

め
得

都
。
但
し
右

の
場
合

に
於

い
て
、
訴
訟
費
用
記
載
書
が
固
有

の
管
轄
裁
判

所
に
提
出

さ
れ

る
前
に
、
槍
事
局
に
於

い
て
之
を
審
査
し
、
許
可
す
る
事
は
此

の
規
定
に
基
く
慣
例
で
あ

る
。
此
の
方
法
に
於

い
て

課
税
さ
れ
る
費
用
は
、
謹
人
の
経
費
及
び
訟
師

に
対
す

る
報
酬
を
含
む
。

槍
事
長

は
ー
ー
特
別
の
事
件

を
除

い
て
は
1

彼
の
代
理
訟
師

に
、
裁
判

所
に
依

つ
て
與

へ
ら
れ
る
手
當
以
外
に

私

の
サ
「
ゼ
ス
と
し
て
如
何
な
る
金
額
も
支
携
は
な

い
。
然

し
若

し
犯
罪
が
小
罪

で
あ
る
な
ら
ば
裁
判

所
は
訴
訟
費

用

を
公
金
か
ら
支
払

は
し
め
る
権
限
を
有
し
な

い
が
故
に
、
右
訟
師
に
甥
す
る
報
酬
は
必
然
的
に
槍
事
長
に
期
待
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
斯
る
場
合
に
於
け
る
支
払

は
、
槍
事
局
の
維
持
費
か
ら
支
出
さ
れ
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
犯
罪

が
略
式
に
取
扱

は
れ
な

い
重
大
な
性
質

の
竜
の
に
し
て
、
且
被
告
人
が
公
判
に
附
せ
ら
れ
π
場
合

に
於
け
る
起
訴
費

用
に
就

い
て
は
、
警
察
起
訴
に
關
し
て
述
べ
た
所
と
大
膿
同
様

に
し
て
特
に
記
す
べ
き

こ
と
は
な

い
。

唯
裁
判
所
に
依

つ
て
状
師
に
與

へ
ら
れ

る
報
酬
は
、
能
力
あ
り
、
且
常
任

の
法
律
家
に
対
す

る
報
酬
と
し
て
は
普

通
充
分
と
は
考

へ
ら
れ
な

い
が
故
に
、
私
の
起
訴
を
指
揮
す
る
訟
師

の
慣
例
に
倣

ひ
、
槍
事
長
は
公
判
駿
師

に
対
し

英
國
に
於
け
る
刑
事
訴
追
に
就
い
て

(田
村
)

(第
五
巻

第
一
號

九
九
》

四
三



英
國

に
於
け

る
刑
事
訴
追
に
就

い
て

(
田
村
)

(
第
五
巻

第

一
號

一
〇
〇
)

四
四

て
は
別
に
補
充
手
當
を
支
払

は
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
し
て
こ
の
特
別
補
充
手
當

は
槍
事
局
維
持
費

か
ら
支
出
さ
れ
る

事
に
な
る
の
で
あ
る
。

⑥

槍
事
長
存
在

の
意
義

一
八
七
九
年
、

一
八
八
四
年
、

一
九
〇
八
年

の
各
犯
罪
訴
追
法
は
、
個
人
に
依
る
刑
事
訴
追

の
開
始
を
妨
げ
ざ
る

が
故
に
、
實
質
的
に
は
英
國

の
個
人
訴
追
主
義

を
…
変
更し
や
う
と
し
力
竜

の
で
は
な

い
と

い
ふ
事

は
既
に
述
べ
π
所

に
依
6
明
か
な
事
實

で
あ

る
。

事
實
問
題
と
し
て
、

槍
事
長
に
依
つ
て
取
扱
は
れ
る

事
件

の
歎

は
刑
事
裁
判

所
に

㈹

於

い
て
処
理

さ
れ

る
大
罪
事
件

の
総

藪

に
比
し
常

に

少
歎

で
あ

つ
た
し
、
今

も
爾

少
藪

で
あ

る

。
然

し
、
楡

事
長
存

在

の
意

義

は
其

の
取
扱

ふ
起

訴

の
實

藪

に
は
な
く

し

て
、
彼
が
関
係

す

る
事
件

の
大

い
な

る
重

要
性

、
及

び
彼
が
個

人
訴

追
者

、
警
察

墜
方

の
活

動
上

に
及
ぼ

す
力
あ

る
睨

に
あ

る

の
で
あ

る
。
而

し

て
、
大
膿

に

於

い
て
、
過

去
牛

世

紀
問

に

漸
進

的
に
登
達

せ

る
重

大
な

事
件

に
於

け

る
政
府

起
訴

を
指
揮

す

る
此

の
敏
速
有

効
な

方

法
が

、
英

國

刑
事

司
法
運
用

に
關

す

る
民

衆

の
信
用

を

回
復

す

る
に
與

つ
て
力

あ

る
要
素

で
あ

つ
カ
と

云

ひ
得

る
。

㎝田

一
八
七
九
年
以
前
に
於
い
て
は
、
英
國
に
は
公
の
起
訴
官
と
し
て
分
類
さ
れ
得
る
も
の
が
三
つ
あ
つ
た
。
そ
れ
は
國
王
の
法
務
官

(検
事
総
長

及
び
副
検
事
総
長
)
と
大
藏
省
附
訟
師
で
あ
る
。
検
事
総
長
及
び
副
検
事
総
長
の
活
動
は
、
主
と
し
て
訴
訟
に
於
い
て
國
王
を
代
理
し
、
且
政
府

が
関
係
す
る
少
薮
の
顯
著
な
起
訴
を
指
揮
す
る
事
に
制
限
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
。
大
藏
省
附
訟
師
の
樫
限
と
機
能
の
震
達
は
検
事
長
と
密
接
な
関
係
を



有
す
る
。

即
ち
、

一
八
四

二
年
前
に
於

い
て
は
該
訟
師

の
義

務
は
大
藏
省

の
法
律
事
務

(
民
事
及
刑

事
を
含
む
)
に

の
み
制
限
さ

れ
て
ゐ
た
が
年

と
共
に
其

の
活
動
範
囲

を
撲
大

し
、

一
八
七
七
年

に
は
政
府
各
省

の
法
律

事
務

の
大
部
分
を
取
扱
ふ
に
至

つ
た
、

つ
ま
り
、
理
論
的
に
で
は
な
く

全
く
輕

験
的
な
過
程
を
踏

ん
で
、
現
在

英
國

に
用
ひ
ら
れ

て
ゐ

る
公

の
起
訴
と
其

の
本
質
を
同

じ
う
す

る

一
つ
の
制
度

へ
と

次
第

に
護
展
し

て
行

つ
た

の
で
あ
る
。

斯
く

て
、

一
八
七
九
年

の
犯
罪
訴
追
法

に
依

つ
て
始

め
て
政
府
起
訴

の
指
揮
は
検
事
長

に
委
ね
ら
れ

る
事
と
な

つ
た
。

(
P
r
o
s
e
c
u
t
i
o
n
 
o
f

O
f
f
e
n
s
e
s
 
A
c
t
,
 
1
8
7
9
,
 
4
2
 
&
 
4
3
 
V
i
c
t
.
 
c
.
 
2
2
.

)
然
し
未
だ
独
立

の
行
政
組
織

と
し
て
の
検
事
局
を
設
立
す
る
に
は
至
ら
な
か

つ
た
が
、

一
九
〇

八
年

の
犯
罪
訴
追
法
は

之

を
認

め
た
の
で
あ
る
。

此
の
法
律

の
主
た
る
効
果
は
、

大
藏
省
附
訟
師

の
法
律
事
務

よ
り
刑
事
事
務
を
奪
ふ
に
あ

つ

た
。

か
く

て

一
九
〇

八
年

の
立
法

に
依

つ
て
國
王

の
民
事
事
務

と
刑
事
事
務

と
は
完

全
に
分
離

さ
れ

る
亭

に
な

つ
た
の
で
あ
る
。

(
H
o
w
a
r
d
,

s
u
p
r
a
,
 
p
p
.
 
5
3
-
5
8
,
 
 
p
.
 
6
3
,
 
p
.
 
9
6
.

)

②
P
r
o
s
e
c
u
t
i
o
n
 
o
f
 
O
f
f
e
n
s
e
s
 
A
c
t
,
 
1
9
0
8
,
 
8
 
E
d
w
,
 
V
1
1
,
 
c
.
 
3
,
 
s
.
 
1
.
 
(
1
)

③

英
國

は
我
國

に
於
け
る
如

き
司
法
大
臣
を
有
し
な

い
。

從

っ
て
司
法
省

に
馬
す

る
機
能
の

一
部

は
、
内
務
大
臣
其

の
他

の
政
府

の
種

々
の
高
官

に
依

っ
て
行
は
れ
、

其

の
他

の
も
の
は
部

下
に
委
任
さ
れ
る
か
叉
は
全
然
行

は
れ
な

い
。

㈲

検
事
総

長

(
A
t
t
o
r
n
e
y
-
G
e
n
e
r
a
l

)
は
副
検

事
総
長

(
S
o
l
i
c
i
t
o
r
-
G
e
n
e
r
a
l

)
と
共

に
、
國

王
の
法
務
官

と
し

て
知

ら
れ

て
ゐ

る
。
吾
々
か
ら
云

へ
ぱ
、

寧
ろ
政
府

の
皇
室
附
法
律

顧
問
役

で
あ
る
。
普
通
、
政
府

黛
の
御
畳
え

め
で
た
き
有
名
な
駅

師
階
級

か
ら
選

ば
れ

る
。
彼
等
は
内

閣
の

一

員
で
は
な

い
が
、

や
は
り
内
閣

と
其

の
運
命
を
共

に
す
る
も

の
で
あ
る
。
彼
等

の
主

な
職
務
は
、
司
法
裁

判
所

に
國

王
を
代
理
し
、
且
必
要
に
鷹

じ
、
國

王

の
法
律
上

の
進
言
者

と
し

て
の
役

を
勤

め
る
。

理
論
上
政
府
省

は
凡
て
國

王
の
サ
ー
バ

ン
ト
で
あ
る
か
ら
、
政
府
は
法

律
上

の
問

題
に

關
し

彼
等
に
助
言
を
求

め
、
且
繋
團
中

の
訴
訟

の
代
理
を
要
求
し
得

る
の
で
あ
る
o
然
し
政
府
省

の
多

く
は
事
實
上
特

に
常
任
法
律
癖
護
士
を
與

へ

ら
れ

て
ゐ
る
が
故

に
、
之
等
法
務
官

は
普
通
最

も
重
要
な
事
件
に
付

い
て
の
み
相
談
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
(
H
o
w
a
r
d
.
 
s
u
p
r
a
.
 
p
p
.
 
3
2
-
3
7
.

)

英

國
に
於
け
る
刑
事
訴
追

に
就

い
て

(
田
村

)

(
第

五
巷

第

一
號

一
〇

一
)

四
五



英
國

に
於

け
る
刑
事
訴
追

に
就

い
て

(
田
村

)

(
第
五
巻

第

一
號

一
〇

二
)

四
六

法
務
官
は
特
に
困
難
又
は

重
大

な
少
数

の
起
訴
を
屡

々
自

ら
指
揮
す

る
。

そ
し

て
或
る
種

の
刑
事
起
訴
は
法
務
官

の
許
可
な
し
に
は

開
始
し

得

な

い
。

例

へ
ば
近
親
相
姦

に
対
す

る
起
訴
が
そ
れ

で
あ
る
。

但
し
検
事
長

に
依

っ
て

叉
は
検
事
長

に
代

つ
て
開
始

さ
れ
る
場
合
を
除
く
。

術

鼓
に
附

言
す
べ
き

こ
と
は
此

の
國

王
の
法
務
官

(
い
署

O
暁膝
8
『
)
と
其

の
他

の

び
轟

算
霞

と
の
関
係

で
あ
る
。
此
の
鮎

に
關
し
最
も
雷
要

な

こ
と
は

び
瑛
H
馨
興

團
を
通

じ

て
嚴
格

な
る
等
級
規
劉
が
行

は
れ
て
居

る
と

い
ふ

こ
と
で
あ

る
。

此

の
辯
護
士

會

の
長

と
し

て
國

王
の
法
務
官

(
検
毒
総
長
、
副
検
事
総

長
)
ぷ
あ

る
。

此
の
二
人
は
國
王
の
法
務
官

に
任
官
と
同
時
に
辯
護
士

會

の
會
員
た

る
こ
と
慶

め
な

い
の
で
あ

る
。
而
し

て
此
の
下

に

国
甘
σq
、ω
0
8
昌
毘

が
居

つ
て
其
特
許
歌
を
得
た
日
附

に
從

つ
て
等
級
が
分
れ

て
ゐ

る
。
次

に
其

の
下
に
其
の
許

可
を
得
た
日
附

の
順

位
に
從

つ
て
等
級
を

っ
く
る

しd
餌
叢
δ
汁o
N
が
居
る
。
前
者
を

給
昌
冒
H

(先
輩
辯
護
士

)
と
総
し
徒
者
を

冒
5
凶o
擁
と
呼
ぶ
。

の

例

へ
ば

一
九

二
七
年
に
は
工
揚
法
違
反
と
し

て
内
務
省

は

一
七
五
三
件
を
、

一
九
二
六
年

に
は
國
民
健
康
保
険

法
に
対
す

る
犯
罪
と
し

て
健
康

省

は
八
六

一
件
を
、

同
年
失
業
保
険

法

の
下

に
労
働
省

は

一
七
五
〇
件
を
そ
れ
く

起

訴
し
て
ゐ

る
。
之
等

の
起
訴

の
類
周

は
、
政
府

に
依

つ
て

行

は
れ
る
か

ら
職
搬
訴
邉

に
團

す
べ
き
で
あ

る
。

(Punishm
ent of Incest A

ct, 1908, 8 E
dw

. V
II, c. 45, s.  6.)

(L
aw

 O
fficer)

barrister

barrister

K
ing's C

ounsel

B
arrister

senior
junior

B
ankruptcy A

ct, 1883, 46 &
 47 V

ict. c. 52, s. 166.

C
orrupt and Illegal Practices A

ct, 1883, 46 de 47 V
ict. c.. 51, s. 45. 

M
erchandise M

arks A
ct, 1891, 54 V

ict. c. 15, s. 2. 

M
erchandise M

arks (Prosecution) A
ct, 1894, 57 d 58 V

ict. c. 19, s. 1. 

B
oard of A

griculture and Fisheries A
ct, 1903, 3 E

dw
, V

II, c. 31, s. i. 

Punishm
ent of Incest A

ct, 1908, 8 E
dw

, V
II, c. 54, s. 6.

H
ow

ard, supra, p. 106.

(H
ow

ard. C
rim

inal Prosecution in E
ngland, C

olum
bia L

aw
 R

eview
, V

ol. 29,



σ〇

一
九

二
七
年
に
於

て
小
罪
事
件
六

二

一
、
七
〇

八
件
、

大
罪
事
件
六
五
、
=

ハ
三
件
-

其
中
略
式
に
裁
判

さ
れ
た
も

の
五
六
、
二
七
五
件

。
陪

審

串
件
七
、
二
四
二
件

。
同
年
検
事
長
に
依

る
起
訴
瞬
件
六
四

三
件

(宙

婁
霞
P

巷

「
9ユ
悔
b
●
一〇
劇
)
。

(
四
)

批

評

英
國

の
制
度
を
支
持
せ
ん
と
す
る

も

の
は
、

「
起
訴
官

(
槍
事

を
有
す
る
多
く

の
國

に
於

い
て
は
刑
法

の
運
用

に
關
す
る
機
構

の
支
配
は
、

屡

々
政
党

の
手
に
落
ち
、

時
に
政
党

政
治
家
に
依

つ
て
自

己

の
政
党

の
目
的
を
助
長
す
る
爲
に
用

ひ
ら
れ
る
」

と

い
ふ
事
を
力
説
す
る
。

而
し
て
、
.
「
英
國

の
制
度

の
下
に

於
て
は
斯

る
驚
く
べ
き
権
能
を
行
使
す
る
起
訴
官
は
居
な

い
。
個
人
訴
追
制
度
は
市
民

の
自
由
を
政
党

の
支
配
者
叉

は
彼
等

の
支
配
下
に
あ
る
官
吏

の
出
來
心
に
依
様
せ
し
め
ん
と
す
る
制
度
に
遙

か
に
勝

つ
て
ゐ
る
」
と

い
ふ

の
で
あ

る
。
勿
論
英
國
に
於

い
て
も
刑
事
裁
判
所
に
起
訴
さ
れ
る
事
件

の
指
揮
に
向
け
ら
れ
た
政
治
的
影
響

は
あ
る
に
は
あ

る
が

、
非
常
に
僅
か
な
も
の
で
あ
る
と

い
ふ
事
は
既
に
述
べ
た
所
に
依
う
明
か
な
事
で
あ
る
。

ハ
ワ

}
ド
は
云
ふ
、

「
英
國
司
法
行
政
の
顯
著
な
特
性

の

一
つ
が
、
政
党

政
治

の
急
要
及
び
軋
礫

か
ら

の
事
實
上
完
全
な
分
離

で
あ
る
と

い
ふ
事
は
誇
張

の
要
素
を
含
懐
な

い
と
考

へ
る
」
と
。
而
し
て
、
此

の
政
治
的
干
渉

の
少

い
根
本
的
な
理
由
を
、
結

英
國

に
於
け

る
刑
箏
訴
這
に
就

い
て

(
田
村

)

(
第

五
巷

第

】
號

一
〇
三
)

四

七

p.  723)

Prosecution of O
ffenses A

ct, 1908, 8 E
dw

. V
11, c. 3, s 2. (4)

C
osts in C

rim
inal C

ases A
ct, 1908, 8 E

dw
. V

11, c. 15, s. 1.

(H
ow

ard, supra, p. 154) °Prosecuting O
fficial)



英
國
に
於
け
る
刑
事
訴
追
に
就
い
て

(
田
村
)

(第
五
巻

第
一
號

一
〇
四
)

四
八

局
個
人
訴
追
制
度
に
求

め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

之
に
反
し
、
英
國
の
制
度

を
非
難
せ
ん
と
す
る
者
は
、
起
訴
に
於
け
る
統

一
の
欠
映
を
指
摘
す
る
。

「
被
害
者
が

起
訴
を
欲

せ
ず
若
く
は
其

の
能
力
な
き
故
に
、

而
し
て
訴
訟
手
続

を
開
始
及
び
途
行
す
る
費
用

の
故
に
、

多
く

の

犯
罪
が
起
訴
な
く
し
て
絡

る
と

い
ふ
事
を
攻
撃
す
る
。
例

へ
ば
、
銀
行
は
今
や
1

特
別
な
場
合

を
除

い
て
i

傭

造
事
件
を
起
訴

し
な

い
し
、
火
災
保
険

會
社
は
詐
欺

の
損
害
賠
償
請
求
者
を
滅
多
に
到
事

の
許
に
迭
ら
な

い
。
そ
し

て
私

の
雇
主
の
多
く
の
者
は
、
自
己
の
雇
人
に
対
す

る
告
訴

は
、

窃
盗
行
爲
を
獅

へ
得
な

い
と
公
言
し
て
ゐ
る
」
。

英
國

の
制
度
が
其

の
統

一
を
鉄

い
で
ゐ
る
と

い
ふ
こ
と
に

つ
い
て
は
既
に
屡

々
述
べ
た
所
に
依
う
疑

の
な

い
事
實

で

あ
る
。
現
在

の
設
備

の
下
に
於

い
て
は
、
犯
罪
者

の
幾
何

か

里
起
訴
さ
れ
ず
に
終
釦
叉
は
無
盆
に
起
訴

さ
れ

る
と

い

ふ
事
も
亦

殆
ん
ど
疑

の
な

い
所
で
あ
る
。
此
の
黙
は
英
國
制
度
そ
の
も
の
に
内
在

せ
る
本
質
的
な
鉄
黙
と
も
云
ふ
べ

き
も

の
で
あ
る
。
故
に
若
し
全
國
的
に
よ
く
訓
練
さ
れ
且
著
し
く
有
効
な
警
察
隊

の
十
九
世
紀
を
通
じ
て
の
迅
速
且

確
乎
た
る
発
達

、
並
び
に
特
別
の
能
力
と
清
廉
と
を
有
す
る
到
事
及
び
書
記
を
配
員
せ
る
刑
事
裁
判

所

の
制
度
が
な

か

つ
た
な
ら
ば
、
起
訴
機
關

の
欠
歓
は
疑
も
な
く
現
在
よ
蚤
も
大
な
る
不
満
足
な
結
果
を
招
致
し
た
で
あ
ら
う
。

④
H
o
w
a
r
d
,
 
s
u
p
r
a
,
 
p
p
.
 
3
9
5
-
3
9
7
.



三

今
よ
う
五
十
年
乃
至
八
十
年

の
前
に
於
け
る

英
國
の
刑
事
訴
訟
制
度

は
、

容

易
な
ら

繊
弊
害
を
以

つ
て
満
さ
れ

て
ゐ
た
。
全
國
を
通
じ
て
統

一
的
な
起
訴
方
法
も
な
く

、
叉
初
期
の
警
察
捜
査
援
助
に
關
す
る
適
當
な
法
規
も
な
か

つ
た
。
之
等
の
不
完
全
な
制
度

に
対
し

て
は
當
時
幾
多

の
改
革
案
が
議
會
に
紹
介
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
改
革

の
主

張
者
は
議
會
を
し
て
、

他

の
國
に
行
は
れ
て
ゐ
る
が
如
き
公
訴

の
制
度

を
認
め
し
む
る
に
至
ら
な
か
つ
た
。

中
央

政
府
に
依
つ
て
任
命
さ
れ
た

一
官
吏

の

一
般
的

監

督

下

に
常
に
活
動
す
る
起
訴
官

の
任
命
運
動

が
其
の
頂
黙
に
達

し
た
時
、
即
ち

一
八
七
九
年

の
犯
罪
訴
追
法
の
可
決
と
な

つ
た

の
で
あ
る
。
然
し
此

の
法
律

は
異
常
な
重
大
事
件

に

於
け
る
公
訴
、
叉
は
政
府
起
訴

の
制
度
を
許
し
た
る
も

の
に
し
て
、
私
の
訴
願
者
に
依

つ
て
開
始

さ
れ

る
起
訴
叉
は

警
察
に
よ
る
起
訴

を
指
揮
す
る
方
法
迄
に
は
及
ば
な
か
つ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
此
の
種

の
起
訴
を
取
扱
ふ
爲
に

其

の
後
に
於

い
て
何
か
更
に
協
定
が
企

て
ら
れ
た
か
否
か
の
疑
問
が
必

然

的
に
起

る
。

此
の
黙
に
關
し
て
は
地
方

政
府

の
機
關
に
依
つ
て
次
の
如
き
改
善

の

傾

向

が
あ
る
事
は
既
に
述
べ
た
所
に
依

つ
て
頷
き
得
ら
れ
る
事
で
あ

る
。1

首
都
区
四
季
裁
判

所
に
於
け
る
大
部
分

の
警
察
起
訴
指
揮

に
關
す
る
自
登
的
劃

一
化
。

2

大
都
市
並
び
に
市
に
於
け
る
起
訴
を
市
総
務
長

(
t
o
w
n
 
c
l
e
r
k

)

叉
は
起
訴
訟
師
(
市
當
局
に
依

つ
て
選
任
さ

英
國
に
於
け
る
刑
事
訴
追
に
就
い
て

(田
村
)

(第
五
巻

第
一
號

一
〇
五
)

四
九



英
國

に
於
け

る
刑
事
訴
追

に
就

い
て

(
田
村

)

(
第

五
巻

第

一
號

一
〇
六
)

五
〇

れ
、
且
大
多
数

の
事
件
に
於

い
て
市
総
務
長
の
指
圖
及
び
支
配

の
下
に
働
く

)
に
委
任
せ
ん
と
す

る

一
般
的
慣

例
。

3

刑
事
專
門
家
π
る

一
定
歎
の
訟
師

の
手
に
斯

る
仕
事
を
集
中

し
、
以

つ
て
州
に
於
け
る
此
の
統

一
過
程
を
績

け
ん
と
す
る

一
つ
の
傾
向
。

之
等
は
豫
め
考

へ
ら
れ
た
計
劃

叉
は
制
定

せ
ら
れ
た
法
規

の
故
に
で
は
な
く
し
て
、
英
國
に
於
け
る
多
く

の
他

の

政
治
上

の
制
度

の
機
能
と
同
様
に
、
寧
ろ
現
在

の
必
要
に
対
す

る
適
鷹

の
結

果
と
し
て
襲
達
し

つ
、
あ
る
と

い
ふ
事

は
非
常
に
興
味
あ
る
事
で
あ

る
。

斯
く
し
て
、

一
面
、
職
椹
訴
追

の
出
現
は
、
数
に
於

い
て
は
殆
ん
ど
無
硯
し
て
も
差
支

へ
な

い
程
度
の
も
の
で
は

あ

る
が
、
し
か
も
常
に
斯
く

の
如
き
現
象
は
そ
れ
自
身
と
し
て
重
要
な
意
義
を
持

つ
も
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、

こ
の
現
象

は
個
人
訴
追
か
ら
事
實
上
職
権
訴
追
に
移

つ
た
事
を
謹
明
す
る
か
ら

で
あ
る
。
他
面
警
察
訴
追
も
事
實
上

其

の
慣
値

に
於

い
て
は
職
梅
訴
追
と
等
し

い
竜
の
で
あ
る
事
は
既
に
明
で
あ

る
。
統
計
上
は
此
の
警
察
訴
追
が
如
何

程
提
起
さ
れ
カ
か
は
明
で
な

い
が
、
此

の
警
察
訴
追
が
盆
々
地
盤
を
得

つ
＼
あ

る
事
は
孚
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
實

で
あ

る
。
之
等
の
事
が
吾

々
を
し
て
次
の
如
き
結
論

に
到
達
せ
し
め
る
。
即
ち
、
學
問
上
の
意
味
に
於
け
る
革
命
運
動

は

生
じ
な

い
と
す
る
も
、
歴
史
的
螢
達

の
過
程
は
、
個
人
訴
追
主
義

よ
り
職
権
訴
追
主
義

へ
と
流
れ

つ
＼
あ
る
の
で
あ

る
と
。

(
一
九
三
四
.
二

.二
〇
)


